
白いガードレールを景観配慮色「甲州ブラウン」へ塗り替えました♪
（２月２６日 JR 勝沼ぶどう郷駅前ガードレール塗り）
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豊かな自然 歴史と文化に彩られた 果樹園交流のまち 甲州市



あ
な
た
に
と
っ
て
、
特
別
な
情
景
は
あ
り
ま
す
か
。

甲
州
市
ら
し
い
風
景
、
景
観
、
伝
統
、
文
化
…

そ
れ
ら
は
、
独
創
的
で
、
固
有
の
風
情
や
佇
ま
い
が
あ
り
、

魅
力
あ
る
地
域
性
に
富
ん
で
い
ま
す
。

現
存
す
る
歴
史
上
価
値
の
高
い
建
造
物
や
町
並
み
の
数
々

と
と
も
に
、
伝
統
的
な
人
々
の
営
み
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
環
境
を
「
歴
史
的
風
致
」
と
い
い
、
例
え
ば
そ
れ
は
、

「
し
ん
げ
ん
さ
ん
」
や
「
や
っ
こ
ら
さ
ん
」
「
藤
切
り
祭
」

な
ど
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
農
」
と
い
う
営
み
か
ら
織
り
な
さ
れ
る
美
し
い
果
樹
景

観
、
養
蚕
と
と
も
に
有
機
的
に
変
化
し
た
「
甲
州
民
家
」

の
残
る
町
並
み
、
畑
の
小
路
に
佇
む
石
造
物
ま
で
も
、
ま

さ
に
甲
州
市
の
歴
史
的
風
致
の
一
部
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と

の
宝
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
月
の
広
報
で
は
、
「
歴
史
と
文
化
に
彩
ら
れ
」
と
題
し
、

甲
州
市
の
歴
史
的
風
致
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

2



3 国宝  大善寺



topic1

　
　

山
梨
県 

初
認
定 

「
甲
州
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」　
　

甲
州
市維

持
向
上
計
画

県内初の認定

　
「
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
通
称　
歴
史
ま
ち

づ
く
り
法
）」
に
基
づ
き
策
定
し
、
国
の
認
定
を
申
請
し
て
い
た
「
甲
州
市
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
」
が
、
国
土
交
通
省
、
文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
か
ら
、
山
梨
県
内

で
初
め
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
17
日
に
は
、
田
辺
市
長
が
国
土
交
通
省
で
の
認
定
証
交
付
式
に
出
席
し
、
秋
田

県
大
館
市
長
、
熊
本
県
湯
前
町
長
と
と
も
に
、
藤
井
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
か
ら
認
定

証
を
受
領
し
ま
し
た
。
認
定
を
受
け
た
「
甲
州
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
の
策

定
に
携
わ
っ
た
、
甲
州
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
協
議
会
の
後
藤
治
会
長
に
、
甲

州
市
の
景
観
・
建
造
物
・
文
化
な
ど
、
地
域
の
持
つ
魅
力
や
、
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

計
画
の
認
定
を
受
け
て
、「
市
の
歴
史
的
風
致
を
育
み
、
未
来
へ
繋
ぐ
た
め
に
地
域
・
市

民
が
で
き
る
こ
と
」
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

歴史上重要な建造物及
び周辺の市街地と人々
の営みが一体となった
環境

藤井国土交通大臣政務官から認定書を受ける田辺市長

歴史的風致維持向上計画認定証

歴史・伝統を反映
した人々の営み

歴史上価値の
高い建造物と
周辺の市街地

歴
史
的
風
致

歴史的風致

■甲州市歴史的風致維持向上計画って？

平成２０年に施行された「地域における歴史的風致
の維持及び向上に関する法律（通称：歴史まちづく
り法）」に基づく計画です。

■地域における歴史的風致の維持及び向上に
関する法律（通称：歴史まちづくり法）って？

地域固有の歴史的建造物や伝統的な人々の活動から
なる歴史的風致について、歴史的風致維持向上計画
を国が認定することで、法律上の特例や各種事業に
より市町村の歴史まちづくりを支援するものです。

歴
史
的

風
致

4



　
　

1960 年東京生まれ。'88 年東京大学大学院工学系研究科建築学専攻博士課程中退。'88 年文
化庁文化財保護部建造物課文部技官。'95 年同文化財調査官。'99 年工学院大学工学部都市デ
ザイン学科助教授。'03 年同教授。'11 年より学部改組により現職。大学常務理事。山梨県建
築文化奨励賞（'09 年・上条集落観音堂）。'07 年既存建築物の耐震改修デザイン優秀賞・共同
受賞（日本建築学会・日本建築防災協会）。著作は『それでも、「木密」に住み続けたい！ 路地
裏で安全に暮らすための防災まちづくりの極意』( 共著・彰国社）『都市の記憶を失う前に―建
築保存待ったなし！』( 白揚社新書）『建築学の基礎６ 日本建築史』( 共立出版）など多数。

甲州市歴史的風致維持向上計画協議会　会長

後藤　治氏　《工学院大学　常務理事》
《
甲
州
市
の
魅
力
》

　

甲
州
街
道
沿
い
の
文
化
の
集
積
や
、
ぶ
ど
う
や
ワ
イ
ン
に
代
表
さ

れ
る
近
代
遺
産
な
ど
、
古

い
に
し
えよ
り
伝
わ
る
歴
史
と
人
々
の
営
み
が
伝
統

と
な
り
息
づ
い
て
い
る
場
所
で
あ
る
こ
と
は
魅
力
的
で
す
。
ま
た
、

「
甲
州
民
家
」
と
称
さ
れ
る
切
妻
造
の
建
築
は
、
全
国
的
に
み
て
も

固
有
の
地
域
性
に
富
む
建
築
様
式
で
あ
り
、
上
条
集
落
を
中
心
に
数

多
く
現
存
す
る
こ
と
も
誇
る
べ
き
地
域
の
資
源
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
基
幹
産
業
の
果
樹
栽
培
か
ら
織
り
な
さ
れ
る
四
季
折
々

の
景
観
と
、
自
然
と
と
も
に
生
き
る
人
の
営
み
は
非
常
に
美
し
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

《
認
定
を
受
け
て
》

　

こ
れ
ま
で
の
文
化
財
や
景
観
に
関
す
る
法
律
は
、「
現
状
を
保
存
、

守
る
」
と
い
う
側
面
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
歴
史
ま
ち
づ

く
り
法
は
「
維
持
」
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
向
上
」
と
い
う
側
面

が
存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
歴
史
的
風
致
に
つ
い
て
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
き
っ
か

け
を
創
出
で
き
ま
す
。
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
意
識
が
変
わ
り
、
活

動
が
展
開
さ
れ
れ
ば
、
10
年
後
、
20
年
後
の
「
ま
ち
の
姿
」
が
ガ
ラ

4

4

リ4

と
変
わ
り
ま
す
。
こ
の「
甲
州
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」は
、

非
常
に
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

《
ひ
と
り
か
ら
、
で
き
る
こ
と
》

　

歴
史
的
風
致
を
育
み
、
未
来
へ
繋
ぐ
た
め
に
、
ひ
と
り
か
ら
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
暮
ら
し
と
は
無
関
係
に
、
大
き
な
計

画
が
漠
然
と
あ
る
よ
う
に
思
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
小
さ
な
こ

と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
家
の
周
り
の
ゴ
ミ
を

拾
っ
た
り
、
街
道
沿
い
に
花
を
植
え
た
り
、
閉
店
し
て
い
て
も
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
開
け
た
り
す
る
だ
け
で
、
ま
ち
の
印
象
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
些
細
な
活
動
に
よ
り
、
地
域
愛
が
芽
生
え
、
地
元

へ
の
愛
着
心
を
育
む
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
愛
着
心
は
、
誇

り
へ
と
成
長
し
、
人
の
営
み
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
豊
か
な

営
み
は
、
地
域
の
歴
史
的
風
致
の
純
度
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。

略
歴

地
域
へ
の
愛
こ
そ
、

　
　

歴
史
的
風
致
を

　
　
　

維
持
向
上
へ
導
き
ま
す

歴
史
と

文
化
に

彩
ら
れ

特
集

5



to
p
ic
2

４
の
象
徴
的
特
性

10
の
歴
史
的
風
致

甲
州
市
の
維
持
向
上
す
べ
き
歴
史
的
風

致
を
探
る
た
め
、
市
を
象
徴
す
る
特
性

を
４
つ
設
定
し
、
こ
の
特
性
か
ら
抽
出

さ
れ
た
10
の
歴
史
的
風
致
を
写
真
と
と

も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

1. 甲斐国武田家と甲州市
「武田の聖地」甲州市には、戦国時代の雄・武田信玄と勝頼の菩提寺（恵
林寺・景徳院）があります。両寺院で毎年盛大に開催される信玄・勝頼
父子の供養と地区住民の関わり方について、また、父子が絵画を奉納し
た熊野神社に伝わる信玄の水防祈願祭典についての歴史的風致です。
1-1. 武田信玄の菩提寺・恵林寺の「しんげんさん」にみる歴史的風致
1-2. 熊野神社の御幸行列にみる歴史的風致
1-3. 武田家終焉の地にみる歴史的風致

2. 青梅街道沿いの歴史的風致
塩山地域の中心地から山間地をつなぐ青梅街道に沿っては、上条集落
が所在する神金地区の名前の由来となった神部神社・金井加里神社の
祭礼について、また、鉄道の開通によって市街地化した中心地と、そ
の周辺に残る古い町並みや社寺に伝わる祭礼についての歴史的風致が
あります。
2-1. 神部神社と金井加里神社の祭礼にみる歴史的風致
2-2. 塩ノ山南麓の市街地の営みにみる歴史的風致

10312
4

①

③

④

⑤

⑨

⑥

⑦ ②

⑧
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①甲州市ふるさと武田勝頼公まつり ②景徳院山門 ③田
野十二神楽「笹の舞」 ④甲州市塩山下小田原上条 伝統的
建造物群保存地区 ⑤向嶽寺中門 ⑥恵林寺三門 ⑦恵林寺
四脚門 ⑧熊野神社御幸行列 ⑨ホウコウジ ⑩明治 40 年
代の勝沼宿 ⑪旧田中銀行 ⑫大善寺藤切り祭 ⑬果樹景観 
⑭ブドウ栽培風景 ⑮コロガキの風景 ⑯縦横に走るセギ

3. 甲州街道沿いの歴史的風致
甲州街道の整備により勝沼宿が置かれ、以来勝沼は人々の往来
や物流の中心地として栄え、ブドウの名声も甲州街道から江戸
へ広まりました。勝沼宿周辺で開催されるぶどうまつりは、勝
沼ならではの新しい歴史的風致です。大善寺の藤切り祭は、役
行者の大蛇退治に由来する伝統的な奇祭で、毎年盛大に執り行
われています。
3-1. 甲州街道勝沼宿にみる歴史的風致
3-2. 大善寺の藤切り祭にみる歴史的風致

4. 果樹栽培地の歴史的風致
甲州市を代表する伝統的な産物であるコロガキとブドウは、人々
の知恵と工夫の賜物です。古民家の軒先に吊るされたコロガキ
の風景、急傾斜地の石垣の上に展開するブドウ棚の風景ととも
に、近代化に伴う工作物や、広大な畑地を潤すためのセギによ
る水路網、セギ管理のための河川清掃などの歴史的風致が伝わ
ります。
4-1. コロガキ生産にみる歴史的風致
4-2. ブドウ栽培にみる歴史的風致
4-3. 笛吹川水系のセギにみる歴史的風致

312
410

⑩⑬

⑪

⑯ ⑫⑮

⑭

歴
史
と

文
化
に

彩
ら
れ

特
集
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to
p
ic
3

３
の
重
点
区
域

12
の
事
業

12
4103

歴
史
と

文
化
に

彩
ら
れ

特
集

神金地区
事業番号①
○甲州市塩山下小田原上条伝統的
建造物群保存地区保存整備事業
伝統的建造物等の買い上げや修理・修
景などを行い、所有者が実施する修理
等と合わせ、伝統的建造物群保存地区
の歴史的景観の整備を図ります。
事業番号⑨
○甲州市塩山下小田原上条伝統的
建造物群保存地区環境整備事業
駐車場やトイレなどの公益施設の整備
を行い、地区内の環境を整えるととも
に、見学者の利便性を高めます。

勝沼地区
事業番号③　
○旧宮崎葡萄酒醸造所（宮光園）
保存修理事業
ワイン産業黎明期の遺産として、未修
理の東三番蔵等の附属屋や煉瓦煙突の
保存修理を行い、屋敷構えを整えると
ともに、情報発信の拠点として整備し
ます。
事業番号④　
○史跡勝沼氏館跡保存整備事業
整備後 20 数年が経過し、傷みが随所
にみられるため、計画的に再整備を実
施するとともに、土地の公有化、未調
査地の発掘調査などを実施し、史跡の
整備を行います。
事業番号⑥　
○農業基盤整備促進事業
営農環境や作業効率を改善し、農業の
担い手への農地利用集積を促進するた
め、農道など基盤整備を促進し、生産
性の向上及び安定を図ります。

　
10
の
歴
史
的
風
致
の
範
囲
内
で「
神
金
地
区
」、

「
塩
山
・
松
里
地
区
」
及
び
、「
勝
沼
地
区
」
を

重
点
区
域
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。
重
点
区
域

の
設
定
に
は
、
核
と
し
て
国
指
定
文
化
財
の
建

造
物
な
ど
の
所
在
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
を
効
果
的
に
図

る
た
め
重
点
区
域
を
中
心
に
実
施
す
る
、
12
の

事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
甲
州
市
の
歴

史
的
風
致
を
維
持
・
向
上
す
る
こ
と
で
、
歴
史

上
価
値
が
高
い
建
造
物
や
そ
の
周
辺
の
街
並
み

と
、
伝
統
的
な
祭
礼
な
ど
人
の
営
み
が
よ
り
深

み
を
増
し
ま
す
。
故
郷
へ
の
愛
着
心
も
育
ま
れ
、

誇
り
を
持
ち
な
が
ら
、
心
豊
か
な
暮
ら
し
へ
と

繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
て
築
き
上
げ
ら

れ
る
「
歴
史
と
文
化
に
彩
ら
れ
た
甲
州
市
」
を

永
く
後
世
に
継
承
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

1-3

2-1
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甲
州
市
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
「
歴
史
的
風
致
」
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、「
歴
史
的
風
致
散
策
」

や
「
上
条
集
落
見
学
会
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
良
い
景
観
を

市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
つ
く
る

「
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
塗
り
」
な
ど
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
な
お
、「
甲
州
市

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
は
、

甲
州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
集
「
歴
史
と
文
化
に
彩
ら
れ
」　
終

市内全域
事業番号⑦　
○甲州市農村ワーキングホリデー事業
多くの人に多種多様な農業支援をしてもらうこ
とで、農業景観の保全や定住促進を図ります。

事業番号⑩　
○市内伝統芸能・祭典継承事業
伝統芸能・祭典を支援し、後世まで継承される
よう図ります。

事業番号⑫　
○歴史的風致散策・景観形成協働事業
解説を加えながら散策することや、協働作業を
通じて、参加する人々の理解や郷土愛を深めま
す。

重点区域全域
事業番号⑤　
○歴史的風致形成建造物等整備事業
市が指定した歴史的風致形成建造物について、
適切な修理・修景を行い公開・活用に供します。

事業番号⑪　
○歴史文化の発信事業
重点区域内にある名所・旧跡を見学しやすいよ
うに、案内・誘導の公共サインや説明板等を設
置します。

■事業区分

(1) 歴史的建造物等の保存・活用に関
する事業

　①甲州市塩山下小田原上条伝統的建造物群
保存地区保存整備事業

　②重要文化財旧高野家住宅美装化事業
　③旧宮崎葡萄酒醸造所（宮光園）保存修理

事業
　④史跡勝沼氏館跡保存整備事業
　⑤歴史的風致形成建造物等整備事業

(2) 農業景観に関する事業
　⑥農業基盤整備促進事業
　⑦甲州市農村ワーキングホリデー事業

(3) 歴史的建造物を取り巻く周辺環境
の景観保全に関する事業

　⑧於曽屋敷環境整備事業
　⑨甲州市塩山下小田原上条伝統的建造物群

保存地区環境整備事業

(4) 歴史と伝統を反映した人々の活動
を支える事業

　⑩市内伝統芸能・祭典継承事業

(5) 歴史的風致の認識向上と情報発信
に関する事業

　⑪歴史文化の発信事業
　⑫歴史的風致散策・景観形成協働事業

410312

塩山・松里地区
事業番号②
○重要文化財旧高野家住宅美装化事業
傷みが目立つ巽蔵、文庫蔵などの附属屋や、附

つけたり

指定の建造物（地実棚、裏門）などの外観修理
を行います。

事業番号⑧
○於曽屋敷環境整備事業
県指定史跡・於曽屋敷の民有地の公有化と発掘
調査等を実施し、史跡の保護保全に努めるとと
もに、周辺にトイレや駐車場等の公益施設を配
置し、歴史公園として利活用を図ることにより、
北側にある甘草屋敷との回遊性を高めます。

1-1

1-2

2-2

3-1

3-2

4-1

4-2

4-3

第９回歴史的風致散策
日　時　４月 16 日（日）
　　　　午前８時 30 分～午後３時
場　所　甲州市役所　東側駐車場
料　金　８００円（別途保険料・交通費）
内　容　塩山の中心市街地の発展を象徴

する町並みと向嶽寺・恵林寺な
ど武田家ゆかりの寺社をご案内
します。

締切日　４月 11 日（火）
※電話またはＦＡＸで、氏名・住所・電

話番号・生年月日をご連絡ください。
※歩きやすい服装でご参加ください。
※昼食をご持参ください。
◆お問い合わせ先
　文化財課　歴史まちづくり担当
　☎ 32 ‐ ５０７６　ＦＡＸ 32 ‐ ５１７２
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総
合
計
画
／
総
合
戦
略
を
推
進

新
年
度
当
初
予
算
編
成

　
本
市
の
平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、

景
気
の
回
復
基
調
が
市
税
に
反
映
さ
れ
つ
つ

も
、
普
通
交
付
税
の
段
階
的
縮
減
な
ど
に
よ

り
、
依
然
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
な
か
で
、

国
の
予
算
編
成
の
動
向
や
地
方
財
政
対
策
、

社
会
経
済
情
勢
の
推
移
等
に
留
意
し
、
編
成

し
ま
し
た
。
市
町
村
合
併
に
よ
る
財
政
支
援

措
置
が
全
て
終
了
し
、
甲
州
市
本
来
の
姿
と

な
る
平
成
33
年
度
以
降
を
見
据
え
、
身
の
丈

に
合
っ
た
財
政
規
模
の
維
持
に
向
け
、
財
源

の
縮
小
に
見
合
っ
た
事
業
の
あ
り
方
を
意
識

し
た
予
算
と
す
る
な
か
で
も
、
限
ら
れ
た
財

市
長
の
施
政
方
針

甲
州
市
議
会
３
月
定
例
会

源
の
重
点
的
、
効
率
的
配
分
な
ど
、
創
意
工

夫
を
行
い
、人
口
対
策
、子
育
て
支
援
、教
育・

福
祉
・
観
光
・
農
業
等
の
振
興
、
生
活
関
連

社
会
資
本
の
整
備
な
ど
、「
甲
州
市
総
合
計
画
」

及
び
「
甲
州
市
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
重
点

施
策
は
、
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

今
後
の
社
会
資
本
の
整
備
で
の
施
設
の
更
新

に
は
複
合
化
や
統
廃
合
、
適
正
な
再
配
置
な

ど
も
検
討
し
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
軽
減
を

図
り
ま
す
。「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

（
長
期
的
な
視
点
で
、
本
市
の
公
共
施
設
の
あ

り
方
を
示
す
計
画
）
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

末
で
の
策
定
を
目
指
し
、
現
在
、
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
意
見
を
伺
う
た
め
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
３
月
22
日
策

定
）

選
ば
れ
る
ま
ち
へ

甲
州
市
独
自
の
施
策
推
進

平
成
29
年
甲
州
市
議
会
３
月
定
例
会
は
２
月
22
日
か

ら
３
月
16
日
ま
で
の
日
程
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
本

会
議
初
日
の
施
政
方
針
で
田
辺
市
長
は
新
年
度
の
主

要
事
業
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。
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ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
出
と
好
循
環
の
確
立
へ

地
域
と
し
て
の
高
い
持
続
性
を
確
保
す
る
た

め
、「
甲
州
市
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
本
市
独

自
の
施
策
を
推
進
し
、
個
性
を
明
確
化
に
す

る
こ
と
に
よ
り
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
づ
く
り

を
進
め
、
人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮
小
の
克

服
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創
生
と
好
循

環
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
度
、

県
及
び
民
間
事
業
者
の
協
力
の
も
と
、
４
月

か
ら
市
内
を
周
遊
す
る
路
線
「
塩
山
周
遊
バ

ス
」
と
塩
山
駅
と
酒
折
駅
（
甲
府
市
）
を
発

着
点
に
勝
沼
地
域
を
経
由
す
る
広
域
路
線
の

新
規
２
路
線
の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

※
塩
山
周
遊
バ
ス

　
勝
沼
周
遊
バ
ス
に
引
き
続
き
観
光
客
の
利
便
性

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
や

移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
塩
山
地
域
に
点
在
す
る
神
社
仏
閣
や
果
樹
園

や
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
中
心
に
周
遊
。
土
曜
日
、
日
曜

日
、
祝
日
に
１
日
７
便
の
運
行
。

※
広
域
バ
ス

　
塩
山
駅
と
酒
折
（
甲
府
市
）
を
発
着
点
に
勝
沼

地
域
を
経
由
。
朝
夕
２
便
ず
つ
の
運
行
。

充
実
し
た
健
康
づ
く
り

子
育
て
支
援
の
推
進

「
第
１
次
甲
州
市
健
康
増
進
計
画
」
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
を
も
っ
て
10
年
の
計
画
期

間
が
終
了
す
る
た
め
、
平
成
29
年
度
に
市
民

調
査
を
行
い
、
最
終
評
価
を
実
施
し
ま
す
。

「
第
２
次
食
育
推
進
計
画
」
に
つ
い
て
も
最
終

評
価
を
行
い
、「
第
２
次
健
康
増
進
計
画
」
に

お
け
る
食
の
推
進
に
位
置
づ
け
て
、
総
合
的

な
推
進
体
制
を
構
築
し
、
事
業
の
さ
ら
な
る

推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
保
育
料

に
つ
い
て
は
、
国
が
進
め
る
幼
児
教
育
の
段

階
的
無
償
化
の
推
進
に
よ
り
、
市
町
村
民
税

非
課
税
世
帯
や
、
年
収
３
６
０
万
円
未
満
の

ひ
と
り
親
家
庭
等
に
つ
い
て
、
国
に
合
わ
せ

て
、
保
育
料
の
更
な
る
軽
減
措
置
の
拡
充
に

対
応
し
ま
す
。

障
害
福
祉
施
策
の
体
制
整
備

国
民
健
康
保
険
事
業
新
制
度
へ

「
第
２
次
甲
州
市
障
害
者
総
合
計
画
」
に
基
づ

き
、
全
て
の
障
害
者
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
実
施
を
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
29
年

度
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
３
年
間
の
成
果
目

標
等
を
定
め
る
「
第
５
期
甲
州
市
障
害
福
祉

計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
体
制
の
整
備
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
の
確
保
・
推
進
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
検
討
及
び
評
価
を
行
い
、
計
画
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら

新
た
に
施
行
さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
制
度
で

は
、
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、

市
町
村
と
共
同
し
て
運
営
を
担
い
ま
す
。
新

制
度
へ
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
、
的
確
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。
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日本農業遺産に全国で初認定　世界農業遺産への申請は見送り
農林水産省は３月１４日、国連食糧農業機関（ＦＡＯ）への世界農業遺産の申請地域及び日本農業
遺産の認定地域を発表し、甲州市、山梨市、笛吹市の峡東３市と山梨県が応募していた「盆地に適
合した果樹システム」が日本農業遺産へ初認定されました。なお、世界農業遺産への申請地域とし
ては見送られました。
世界農業遺産同様の選考基準　果樹農業の維持と発展へ
日本農業遺産とは、農林水産省が農産物のブランド化や誘客施策の後押を目的に、世界農業遺産の
国内版として本年度に創設しました。選考基準は世界農業遺産と同様に、伝統的な農法や農村文化
の継承、生態物多様保全、６次産業の推進などが盛り込まれています。今回、初認定されたのは８
地域。峡東地域が、これまで築き上げてきた伝統的な栽培技術やワイン産業などと融合した独特の
農業システムが評価されたのを受け、甲州市では、日本農業遺産の創設初認定が、峡東地域の果樹
農業の将来にわたる「維持、発展の大きな力」になるものと期待しています。

攻
め
の
観
光
を
展
開

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

観
光
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
と
地
域
の
活

性
化
を
目
指
し
、「
人
と
多
彩
な
地
域
資
源

を
活
か
し
た
フ
ル
シ
ー
ズ
ン
の
観
光
ま
ち
づ

く
り
」
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
や
各
種
団
体
等
と
連
携
を
図
る
な

か
で
、
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を

中
心
に
、
攻
め
の
観
光
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

特
に
平
成
29
年
度
は
、
広
域
連
携
と
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
を
強
化
・
推
進
し
、
近
隣
自
治

体
と
の
連
携
を
は
じ
め
、県
が
設
置
す
る
「
観

光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
を
担
う
法
人
」

と
連
動
し
、
有
効
な
個
別
事
業
の
推
進
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
５
月
か
ら
運
行
開
始
の
Ｊ

Ｒ
東
日
本
「TRAIN

(

ト
ラ
ン) SU
ITE(

ス

イ
ー
ト)　
四
季
島
」
の
お
出
迎
え
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｒ
の
意
向
を
踏
ま
え
る
中
で
、
お
も

て
な
し
の
演
出
を
図
り
ま
す
。

農
業
振
興
へ
向
け

担
い
手
の
確
保
・
育
成

ブ
ド
ウ
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、
全
国
ブ
ド
ウ

産
地
協
議
会
事
業
と
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

香
港
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
で
市
場
調
査
や
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
は
、

国
の
補
助
事
業
が
最
終
年
度
と
な
る
た
め
、

３
ヶ
年
の
事
業
評
価
を
行
い
、
継
続
的
な
輸

出
と
新
た
な
市
場
調
査
を
計
画
し
ま
す
。

ま
た
、
担
い
手
農
業
者
の
確
保
・
育
成
つ
い

て
は
、
新
規
就
農
定
着
支
援
検
討
会
議
で
、

そ
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
計
画
が
概
ね
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
は
、
こ
の
計
画

に
沿
っ
て
県
や
農
協
等
と
連
携
を
強
化
す
る

中
で
、
担
い
手
農
業
者
の
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

ワ
イ
ン
振
興
の
推
進

商
工
発
展
の
た
め
に

本
年
１
月
に
、
ワ
イ
ン
振
興
計
画
検
討
委
員

会
か
ら
「
甲
州
市
ワ
イ
ン
振
興
計
画
」
に
対

す
る
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
29
年

度
は
、
本
計
画
に
沿
っ
て
、「
ワ
イ
ン
原
料
ブ

ド
ウ
の
確
保
」
や
「
原
産
地
呼
称
ワ
イ
ン
認

証
制
度
」
等
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
等
と
連
携

し
、
事
業
承
継
や
創
業
支
援
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
、
商
業
振
興
計

市
長
の
施
政
方
針

甲
州
市
議
会
３
月
定
例
会

Topic
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地域経済の飛躍的発展へ
市街地の幹線道路（市道下塩後 22 号線）開通
平成 25 年度から着手した下塩後 22 号線改良事業
について、県道白井甲州線から国道４１１号の間、
延長約５３０ｍが関係各位のご協力により完成し、
３月２１日に開通しました。開通により、防災や産
業拠点道路として地域経済の飛躍的発展が期待され
るところであります。

４月から本格稼動　甲府・峡東クリーンセンター
４月から本格稼動する「甲府・峡東クリーンセンター」は、
昨年 11 月からの試運転も順調に行われ、利用内容につい
ては、市のホームページ・広報等により周知をしています。

画
等
の
見
直
し
に
向
け
、
市
民
参
画
に
よ
る

委
員
会
に
お
い
て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
甘
草
の
里
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、

甲
州
市
産
甘
草
を
活
用
し
た
甘
草
ブ
レ
ン
ド

テ
ィ
ー
や
入
浴
剤
の
商
品
化
を
行
い
ま
し
た
。

試
験
販
売
が
開
始
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

農
業
基
盤
・
都
市
基
盤

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
へ

現
在
、
国
で
は
、
農
業
競
争
力
強
化
を
高
め

る
た
め
に
、
中
山
間
地
に
お
け
る
農
業
の
高

収
益
化
を
図
る
施
策
と
し
て
農
地
耕
作
条
件

改
善
事
業
等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
市
で
は

平
成
29
年
度
か
ら
国
の
施
策
を
活
用
し
、
県

の
協
力
に
よ
り
県
営
農
地
耕
作
条
件
改
善
事

業
の
採
択
を
受
け
る
準
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
公
共
交
通
機
関
及
び
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
で
あ
る
、
市
内
Ｊ
Ｒ
３
駅
（
塩
山
駅
、

勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
、
甲
斐
大
和
駅
）
に
つ
い

て
も
、
利
用
者
の
利
便
性
を
重
視
し
た
周
辺

整
備
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、公
園
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事
業
と
し
て
、
於
曽
公
園
で
の
車
椅
子

等
の
移
動
が
可
能
な
園
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
及
び
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。

文
化
財
保
護
と
活
用

地
域
の
成
長
と
発
展
を
創
出

「
人
・
自
然
・
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
甲
州
市
教

育
」
実
現
の
た
め
、
教
育
基
本
法
や
上
位
計

画
で
あ
る
「
甲
州
市
総
合
計
画
」
と
の
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
、
平
成
29
年
度
が
最
終
年

度
と
な
る
「
甲
州
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」

の
見
直
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、
各
種
施
策

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
ま
で

の
継
続
事
業
と
し
て
、
上
条
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
つ
い
て
は
「
防
災
計
画
の
策

定
」
に
取
り
組
み
、「
勝
沼
の
ブ
ド
ウ
畑
と
ワ

イ
ナ
リ
ー
群
」
に
つ
い
て
は
「
保
存
計
画
の

策
定
」
に
取
り
組
み
、
山
梨
県
内
で
初
と
な

る
「
重
要
文
化
的
景
観
」
へ
の
選
定
を
目
指

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
史
跡
「
勝
沼
氏
館
跡
」

に
つ
い
て
は
、
基
本
計
画
で
あ
る
「
保
存
活

用
計
画
」
に
基
づ
き
、
新
年
度
か
ら
順
次
再

整
備
を
進
め
ま
す
。

Topic

Topic

13

ぶどうの芽吹き
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財政運営のさらなる健全化
重要施策の着実な推進 当初

予算
平成 29 年度　

平
成
29
年
甲
州
市
議
会
３
月
定
例

会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
予
算
は
、
国
の
予
算

編
成
の
動
向
や
地
方
財
政
対
策
、
経

済
情
勢
の
推
移
等
に
留
意
し
、
ま
た
、

合
併
特
例
に
よ
る
財
政
支
援
の
終
わ

り
を
見
据
え
る
な
か
、
財
政
運
営

の
さ
ら
な
る
健
全
化
を
推
進
す
る
た

め
、
引
き
続
き
、
全
庁
一
丸
と
な
っ

て
経
費
の
削
減
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
、
効

率
的
配
分
を
行
い
、「
甲
州
市
総
合

計
画
」
及
び
「
甲
州
市
総
合
戦
略
」

に
基
づ
く
施
策
の
着
実
な
推
進
を
図

り
、「
人
口
対
策
」、「
観
光
・
農
業

の
振
興
」、「
子
育
て
支
援
と
学
校
教

育
の
充
実
」、「
生
活
関
連
社
会
資
本

の
整
備
」
な
ど
の
重
要
な
政
策
課
題

に
対
す
る
各
種
事
業
を
推
進
す
る
予

算
と
な
り
ま
し
た
。

歳入歳出

地方交付税民生費

総務費

公債費

土木費

教育費

衛生費

市税

市債

繰入金

県支出金

寄附金

分担金及び負担金

消防費

農林水産業費

商工費 議会費

労働費
予備費

その他

国庫支出金

５２億９，３１４万２千円４７億７，９９０万９千円

２６億４，８１４万
４千円

２２億
１，７３７万円

１７億
３，８３０万

３千円

１４億７，６３３万
６千円

１４億２７１万
２千円

４０億２，４１９万２千円

１３億５，７９０万円

９億９，７４２万６千円

９億６，０４９万
９千円

３億５，６８９万３千円

７億４，８４４万
６千円

７億３，９１５万８千円

３億８，８１３万８千円 １億７，７１３万２千円
２，９３５万２千円

３，５００万円

１３億
４，０７３万

３千円
５億２００万千円

１５億４，７２１万
５千円

人件費

補助費等

扶助費

公債費

普通建設（補助）

普通建設（単独）

県営事業負担金

消費的
経費投資的経費

その他

出資金・貸付金

積立金

予備費

維持補修費

繰出金

物件費

２４億５，１５５万
１千円

２１億９，３０８万
５千円

２７億６，９８３万
６千円

２２億１，７３７万円

４億３，２０５万
４千円

７億６，５３８万５千円

１億３３万８千円

１億２，０００万円

４億３１９万５千円

３，５００万円

７，１４４万円

２０億４，１４９万
７千円

２７億７，９２４万
９千円

《性質別構成》

一般会計 予算額
163 億 8,000 万円

【特別会計】
会計名 予算額

国民健康保険事業 50 億 3,223 万 6 千円
診療所事業 6,196 万 4 千円
後期高齢者医療 4 億 843 万円
介護保険事業 35 億 5,379 万 1 千円
居宅介護予防支援
事業 1,039 万 1 千円
訪問看護事業 5,317 万 5 千円
下水道事業 14 億 3,829 万 8 千円
簡易水道事業 10 億 658 万 8 千円
大藤財産区 447 万 5 千円
神金財産区 595 万 4 千円
萩原山財産区 1,660 万円
竹森入財産区 87 万 5 千円
岩崎山保護財産区
管理会 38 万円
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こうしゅう家の家計簿
　市の予算と家計では仕組みが違いますが、わ
かりやすく例えるために、平成 29 年度一般会
計の予算を家計簿に置き換えてみました。

内容 予算項目 金額
食費 人件費 188 万円

家族の医療費など 扶助費 213 万円
子どもたちへの仕送り 繰出金 157 万円

自宅の増改築や
車の修理費など

投資的経費
維持補修費 105 万円

自治会やサークル
活動の会費など 補助費、貸付金 178 万円

光熱費、通信費など 物件費 213 万円
ローンの返済 公債費 170 万円

その他 積立金、予備費 34 万円

内容 予算項目 金額
わたしの年収 市税などの自主財源 500 万円
親からの支援 国・県からの支出金 654 万円
ローンの借入 市債 104 万円

平成29年度　主な事業
創意に満ちた活力ある産業のまちづくり
○甲州市ワイン振興事業	 899 万 2 千円
○果実輸出促進事業	 1,424 万円
○観光プロモーション事業	 4,055 万 7 千円

健やかに心ふれあう健康・福祉
　　　　　　　　　　のまちづくり
○安心して妊娠出産子育てができるまちづくり事業
	 1,003 万 1 千円
○予防接種事業	 6,443 万 6 千円
○出産祝金事業	 775 万円

快適で安心して暮らせるまちづくり
○駅前周辺整備事業	 1,976 万 4 千円
○社会資本整備総合交付金事業	
	 2 億 8,096 万 2 千円

（市道整備事業、橋りょう長寿命化改修事業）
○消防団詰所建設事業	 7,469 万 4 千円

心豊かな人を育む教育・文化
　　　　　　　　　　のまちづくり
○学校施設整備計画策定事業	 1,039 万 4 千円
○生活困窮者子どもの学習支援事業	150 万 9 千円
○歴史まちづくり計画推進事業	 3,884 万 7 千円

自然と共生する環境保全のまちづくり
○ごみ減量及び再生利用推進事業
	 9,815 万 6 千円

ともにつくる参画と協働のまちづくり
○第２次総合計画策定事業	 608 万 6 千円
○地域創生推進事業事業	 457 万 2 千円
○移住、定住促進事業	 1,966 万円

市民一人あたりの目的別経費の内訳
項　　目 内　　　容 金　額
民　生　費 高齢者・子育て支援・障害者などのために 14万 5,357 円
総　務　費 課税徴収・住民窓口・庁舎管理などのために 8万 530 円
公　債　費 各種事業を実施した際の借入金の返済のために 6万 7,430 円
土　木　費 道路や橋の整備・河川の改修・市営住宅などのために 5万 2,862 円
教　育　費 義務教育・生涯学習・文化財保護・体育振興などのために 4万 4,895 円
衛　生　費 健康診断・予防接種・環境衛生・ゴミ処理などのために 4万 2,656 円
消　防　費 防災・消防団・常備消防のために 2万 2,760 円
農林水産業費 農林業の振興のために 2万 2,478 円
商　工　費 商工業や観光の振興などのために 1万 1,803 円
議　会　費 市議会の運営のために 5,387 円
労　働　費 勤労者福祉・高齢者の就労促進などのために 893 円
予　備　費 1,064 円

市民 1 人あたりの税負担　　１２万２,３５１円
市民 1 人あたりの歳出予算　４９万８,１１５円
人口 32,884 人（住民基本台帳調べ　平成 29 年 1 月 1 日現在）

支
出

収
入
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農業委員の選任方法が、議会の同意を得て市長が任命する方法に変わり
ます。
・農業委員の過半数は認定農業者とする
・農業者以外のもので、中立な立場で公正な判断をすることができるも
のを１人以上含める。
・女性や青年の登用に配慮する

農業委員の役割
農業委員会総会で審議して、最終的に合議体として意思決定を行います。
・権利移動の許可
・転用許可申請の審議
・農地利用最適化に関する指針の策定、施策への意思決定など
※推進委員と協力して農地等の利用の最適化を推進します。

ＮＨＫ甲府放送局開局８０年
「上方演芸会」公開収録　観覧募集！

　この番組は昭和２４年９月に放送を開始して以来、６９年目を迎えるラジオの演芸番組です。
　上方芸人による漫才、漫談など、上方ならではの話芸の数々をお届けします。（番組２本分の収録を行います）
■出　演　〔１本目〕幸助・福助、なすなかにし　〔２本目〕ザ・ぼんち、シンクタンク
■申込方法　郵便往復はがきでお申し込みください。　※５月１６日 ( 火 ) 必着

◆お問い合わせ先
　生涯学習課　公民館担当　☎３２ ‐ １４１１
　（午前８時３０分～午後５時１５分）
　※月曜日と祝日を除く
　ＮＨＫ甲府放送局　☎０５５ ‐ ２５５ ‐ ２１４８
　（平日　午前９時３０分～午後６時）

〒 404-0045

①郵便番号
②住　所
③名　前
④電話番号

①郵便番号
②住　所
③名　前

往信用 ( 表 ) 往信用 ( 裏 )返信用 ( 表 )返信用 ( 裏 )

甲
州
市
塩
山
上
塩
後
２
４
０

甲
州
市
民
文
化
会
館

甲
州
市
生
涯
学
習
課

　
「
上
方
演
芸
会
」
係

６月９日（金）
午後６時３０分〜

観覧無料
甲州市民文化会館

※応募多数の場合は、抽選のうえ、当選の方には入
場整理券　（１枚で２人入場可）を、落選の方に
はその旨をお伝えするご案内を発送します。

※１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。
※インターネット売買サイト等での入場整理券の売

買は固くお断りします。転売を目的としたお申し
込みであると判明した場合は、抽選対象外とさせ
ていただきます。また、売買が確認された場合は
入場をお断りします。

※「消せるボールペン」の使用はご遠慮ください。
※ご応募の際にいただいた情報は抽選結果のご連絡

のほか、ＮＨＫでは受信料のお願いに使用させて
いただく場合があります。

農業委員及び農地利用最適化推進委員の定数
　農業委員の定数は現行の半数程度、農地利用最適化推進委員の上限は２３名となり、平成２９年６月議会に「農業委員及
び農地利用最適化推進委員」の定数条例案を上程する予定です。
新制度移行のスケジュール
■現農業委員任期満了日　平成３０年１月３１日
平成２９年６月議会 定数条例改正案・報酬条例改正案上程
平成２９年７月～９月 周知・公募期間
平成２９年１２月議会 農業委員任命に係る議会同意

　現在、在任中の農業委員は、任期が満了する平成３０年１月まで引き続き在任し、任期満了を持って新体制に移行します。
農業委員と農地利用最適化推進委員の推薦・公募の手続きは、今後の広報・市ホームページなどでお知らせします。
◆お問い合わせ先　産業振興課　農地担当　☎３２ ‐ ５０９２

農業委員会の選任方法が変わります
これまでの選挙制と市長の選任制の併用から、市議会の同意を要件とする市長の選任制となります。

農業委員会の役割が強化されます
農地法等に基づく許認可業務に加え、農地利用の※最適化の推進に積極的に取り組むことが重点業務となりました。
※担い手への農地利用の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消、新規参入の促進

農業委員とは別に、農地利用の最適化を推進す
るため、新たに設置されます。

農地利用最適化推進委員の役割
担当区域において、農地等利用の最適化の推進
のため現場の活動を行います。
・担い手への農地集積・集約化
・耕作放棄地の発生防止・解消など
※農業委員と協力して現場確認を行うほか、農
業委員会の総会等で意見を述べます。

農業委員の選任方法が変わります 農地利用最適推進委員が設置されます

農業者 農業団体・議会

市長

農業委員
選挙委員 選任委員

選挙
推薦

選任

地域の農業者や農業団体

市長

推薦・公募

任命

農業委員
議会

同意

地域の農業者や農業団体

農業委員会

推薦・公募

委嘱

農地利用最適化推進委員

ここは何も記
入しないでく
ださい。
※抽選結果を
印刷します。

〈これまでの選任方法〉 〈改正後の選任方法〉

〈選任方法〉
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　武田家の聖地、甲州市
　甲州市ふるさと武田勝頼公まつりは、武田一族の霊を慰め甲斐
　国を支配した権勢を語り伝えます。
　勝頼公の菩提寺景徳院に参拝した後、一般公募で選ばれた勝頼
　公とその妻北条夫人や湖衣姫、市民などが扮する勝頼公軍団が
　勇壮な出陣絵巻を繰り広げます。
　大和中学校女子生徒らによる巫女の舞、大和小学校児童による
　甲斐天目山勝頼公太鼓が奉納され、祭りに彩を添えます。
　その他、歌謡ショーや地域特産品等の出店もありますので、
　ぜひ、お越しください。
■内容　勝頼公軍団武者行列／勝頼公軍団出陣絵巻／
　　　　甲斐天目山勝頼公太鼓／合唱／バンド演奏／
　　　　大和ふるさとの踊り／伸太郎、erica　歌謡ショー
◆お問い合わせ先
　甲州市ふるさと武田勝頼公まつり実行委員会
　（甲州市観光交流課内）　☎３２ ‐ ５０００

第 52 回甲州市ふるさと

武田勝頼公まつり

４月２３日（日） 大和中学校校庭
１０：３０～１５：３０

平成２９年度
レックセンター　教養講座・クラブ　受講生募集 !!
■受講資格　市内在住の３９歳以下の方、または市内で働いている３９歳以下の方ならどなたでも受講できます。
■料　　金　無料（講座により材料費などの自己負担はあります。）
■そ の 他　利用の際は、利用者登録が必要です。
◆申し込み　産業振興課　商工担当　☎３２ ‐ ５０９２
◇教養講座◇　開講時間　午後７時～９時

講座名 曜日 講師名 定員 講座内容
手編み講座 火曜日 橋本　千代美 10 人 オリジナルのセーターやマフラーをおしゃべりし

ながら楽しく編んでみませんか？
茶道（裏千家）講座 水曜日 菊島　美恵子 15 人 おいしいお菓子とおいしいお茶をいただきながら、

作法だけでなく、和の心も学べます。
華道（創美流）講座 水曜日 市川　一窓 15 人 四季折々の花を自由な発想で楽しく活けてみませ

んか？
茶道（表千家）講座 木曜日 北角　芙久恵 15 人 お茶をおいしくいただき、落ち着いたひと時を過

ごしながら人と交わることの出来る講座です。
◇クラブ◇

曜日 時間 体育館 テニスコート ◆甲州市勤労青少年ホームに
　関するお問い合わせ先
　甲州市勤労青少年ホーム
　（レックセンター）
　☎３３ ‐ ６９５５
　産業振興課　商工担当
　☎３２ ‐ ５０９２

火曜日 午後 7 時～ 9 時 フリー 軟式テニス
水曜日 午後 7 時～ 9 時 フリー 硬式テニス
木曜日 午後 7 時～ 9 時 フリー 硬式テニス
金曜日 午後 7 時～ 9 時 バドミントン 硬式テニス
土曜日 午後 7 時～ 9 時 フリー フリー
日曜日 午後 7 時～ 9 時 フリー フリー

※フリーの日は、一般開放しています。
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　甲州市国民健康保険では、生活習慣病の予防・早期発見・早期治療により、国保被保険者の皆さんの健康維持・
増進を図るために、人間ドック費用の助成を行います。

◇対象者（次のすべてに該当する方）
　　１）甲州市国民健康保険被保険者で、平成３０年３月３１日時点で３５歳から７４歳の方
　　　　（昭和１８年４月１日から昭和５８年３月３１日生まれの方）
　　２）国民健康保険税を滞納していない世帯の方
　　３）同じ年度内に特定健診及びがん検診を受診されていない方

◇助成金　一人につき２０，０００円
　　　　　実際にかかった費用から助成金を差し引いた金額が自己負担金となります。

◇定　員　１，２００名（先着順）

◇申し込み方法
　　・受付期間　４月２０日（木）～　※定員になり次第終了
　　・受付場所　国保年金課、または勝沼支所・大和支所市民福祉課
　　・持 ち 物　国民健康保険被保険者証（保険証）

◇人間ドックの受診
　　・実施医療機関　塩山市民病院、勝沼病院、山梨厚生病院、加納岩総合病院、
　　　山梨県厚生連健康管理センター、石和温泉病院クアハウス石和、山梨病院
　　・検査内容  一日人間ドック
　　・受診期間　平成３０年２月２８日（水）まで

◇その他
　　・国保人間ドック申し込み者は、市総合健診※注１、国保個別医療機関健診、市乳がん・子宮がん検診を受け
　　　ることはできません。すべて人間ドック健診に含まれています。
　　　※注１. 骨粗鬆症検診のみ受診可（対象者は４０．４５．５０．５５．６０．６５．７０歳の女性で骨粗鬆症未治療者）
　　・国の指針に基づき、乳がん検診での「視触診」がなくなりました。
　　・申込みは窓口での受付のみとなります。電話での申し込みはできません。

国保人間ドック費用助成
受付が始まります

国保いきいきライフ通信

平成２９年１月の医療費
医療費全体	 ２億９，２３７万円	（前年同月比	 ＋４３８万円）
１人当たり医療費	 ２９，９２６円	（前年同月比	 ＋１,８１０円）

［国保連　診療報酬請求額基準］

◆お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当
　☎３４ ‐ ５４３６

人間ドックを受けたら保健指導を受けましょう！
　健康診断や人間ドックは受けることも大切ですが、その結果がどうだったか、これ
からどう生活を見直せばいいかという振り返りがとても重要です。
　振り返りのお手伝いとして、甲州市では、保健師や栄養士による「健康相談」を行っ
ています。「結果の見方がわからない」「どうすれば数値が良くなるのか」等、お気軽に『国
保年金課保健事業担当』へご連絡ください。
※生活習慣病のリスクが高い方には個別で健康相談や教室のご案内通知を送らせてい
　ただいております。

保健師コラム
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高齢者の

助っ人

「最近、家族に何度も同じ話をすると言われる」
「物を置き忘れてしまうことが増えてきた」
という事はありませんか。

■認知症？加齢によるもの忘れ？
　この判断は非常に難しいものです。
　しかし、「認知症かどうか相談するために、
病院を受診するのはちょっと・・・」「どこに
相談したらいいのかわからない」という方に、
オススメしたい「もの忘れ相談」です！

■「もの忘れ相談」って？
＊対象　もの忘れが気になる方やご家族の方
＊日程　毎月第３金曜日　午後３：００～
　　　　（完全予約制）
＊費用　無料
＊内容　市役所内で専門医に相談が出来ます

■ご利用者の声
＊「年相応のもの忘れですよ」と専門医にアド
　バイスをもらい、安心しました。
＊本人への対応方法や受診の必要性がわかり見
　通しがたちました。
　初期の認知症が疑われる方も早めに受診し、
進行を遅らせる取り組
みを始めることで、長
く自分らしい生活を続
けることが出来ます。
　認知症は誰でもかか
る可能性がある脳の病
気です。気になること
があったらまずはご相談ください。
◆申し込み・お問い合わせ先
　介護支援課　地域包括支援センター
　☎３２ ‐ ５６００

「最近、忘れっぽい・・？」
ご利用ください「もの忘れ相談」

図１. 食物アレルギーの有病率（年齢別）

保育所におけるアレルギー疾患対応ガイ
ドライン　厚生労働省　平成 23 年 3 月

『正しく知ろう！食物アレルギー』

　食物アレルギーに不安はありませんか。

★食べるだけではなく、触れたり、吸い込むことでもアレル
　ギー反応が起きることもあります。
■対応のポイント
　原因物質が皮膚から入り込むことを予防するために、スキ
ンケア ( 保湿 ) を心がけ、皮膚のバリア機能を高めましょう！
★アレルギーに配慮しすぎて、過剰に食べ物を制限してしま
　うと・・・
　⇒低栄養状態を引き起こす恐れがあるので、注意しましょう。

【成長とともに症状がでなくなる？！】
　０～１歳頃に食物アレルギーと診断されたお子さんも、成
長と共に症状が出なくなることが証明されてきました。（図
１参照）
　正しい知識を持つことが大切です。専門医や市の保健師にご相談ください。

◆お問い合わせ先　健康増進課　健康づくり担当　☎３３ ‐ ７８１２
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桃の花配布
観光キャンペーン
　2月 24日と 26日の 2日間、甲州市観光協会は、
春の観光シーズンに向けて、東京都と神奈川県で市
の魅力をＰＲするキャンペーンを行いました。
　観光協会の会員や甲州市フルーツ娘など約 20人
が参加し、ＪＲ八王子駅構内と中野ブロードウェ
イ、川崎市立日本民家園で、桃の花や市の観光パン
フレットを配りました。パンフレットを受け取った
女性からは「以前ぶどうを食べに行きました。今度
は桃を食べに行きたい」と話していました。

ガードレール
甲州ブラウンへ
　2月 26 日と 3 月 5 日、市では、甲州市景観改
善事業として、勝沼ぶどう郷駅前県道沿いと重伝建
地区・上条集落の白いガードレールを茶色に塗り替
える作業を行いました。
　両日の作業では、地域住民や親子、学生など
200 人以上のボランティアの方が参加し、周囲の
景観になじむ甲州ブラウンへ塗り替えました。塗り
替えたガードレールには反射材を張り付け安全対策
も行っています。

縄文時代を体験
勝沼小学校６年生
　２月２３日、勝沼小学校の６年生が、釈迦堂遺跡
博物館が所有する組み立て、解体が可能な竪穴式住
居を使い、縄文時代の生活を体験しました。
　縄文時代と同様に石器を使用して栗の木を伐採と
加工をした木材や道具を使用し、竪穴式住居の組み
立て体験や、火おこしなどを行いました。
　参加した６年生は、縄文時代に使われていた珍し
い道具と現在の道具の違いに驚き、目を輝かせなが
ら、作業に取り組んでいました。
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食生活改善推進員会
１０周年記念式典
　３月 11日、甲州市食生活改善推進員会は、設立
１０周年記念式典を開催しました。
　会は、この１０年間、こども料理教室や男性料理
教室、メタボ予防教室、地域の公民館活動や納涼祭
に出向き、減塩手ばかりを用いてバランスのとれた
食事の大切さなどを伝えてきました。
　会長の小池尚美さんは「“私達の健康は私達の手
で”のスローガンのもと会員一人一人が力を合わせ
充実した活動を行いたい」とあいさつしました。

樋口一葉の地を巡り
桃の枝拾い
　２月２６日、甲州市グリーンツーリズム研究会は、
樋口一葉にゆかりの地を巡るフットパスを行い、大
藤地区を散策しました。
　桃の栽培が盛んな大藤地区を知ってもらおうと企
画したもので、一葉の文学碑のある慈雲寺や桃の栽
培方法の説明、事前に選定していた桃の枝を拾い集
める体験をし集めた枝で、ジビエやほうとうが振る
舞われ、参加者は、大藤地区の魅力を存分に味わい
ました。

第３８回甲州市勝沼
ワインゼミナール
　3月 11日、「第３８回甲州市勝沼ワインゼミナー
ル」が勝沼ぶどうの丘で開催され、一般参加者や勝
沼ワイン協会員など約８０名が参加しました。
　今年は勝沼ワイン１４０周年の記念開催で、「勝
沼ワイン・その発展の軌跡とこれからの展望」をテー
マに勝沼ワインの歴史をパネラーのそれぞれの視点
から振り返り、今後の方向性をディスカッションし
ました。また、熟成ワインのテイスティングもあり、
貴重な機会となりました。

防災中央公園「塩むすび」
地震を体験
　３月８日、甲州市防災公園「塩むすび」では、起
震車による地震体験が行われました。
　この活動は、山梨県防災安全センターが地域防災
の意識の向上を図るために県内を巡回しており、体
験した園児たちは、最初は楽しそうにしていたもの
の、実際に大地震の体験をすると、大きく体が揺ら
れ、泣いてしまう場面もあり、実際に地震が起きた
ときは机の下などに入り、落下物から体を守るよう
に教えてもらいました。
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情 報
引
越
し
等
の
住
民
異
動
届
の

手
続
き
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
住
所
の
変
更
が
あ
る
方
は
、
住
民
異
動
届

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
転
入
届
（
市
外
か
ら
の
引
越
し
）、
転
居
届

（
市
内
で
の
引
越
し
）
は
、
新
し
く
住
み
始
め

て
か
ら
14
日
以
内
、
転
出
届
（
市
外
へ
の
引

越
し
）
は
、
引
越
予
定
日
の
14
日
前
か
ら
の

受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

　
転
入
、
転
居
の
手
続
き
の
際
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
顔
写
真
付
の
み
）を
、

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
転
出
届
は
、
転
出
先
の
住
所
が
わ
か
ら
な

い
と
住
所
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
転
出
証
明
書
は
、

引
越
先
の
市
区
町
村
で
転
入
届
の
手
続
き
に

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
カ
ー
ド
で
の
転
出
・

転
入
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
住
民
異
動
届
の
時
間
外
受
付
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
市
役
所
の
開
庁
時
間
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
異
動
届
の
際
に
は
、
関
係
窓

口
で
の
手
続
き
も
あ
り
ま
す
の
で
時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
住
民
異
動
届
の
手
続
き
が
出
来
る

の
は
、
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員
に
限
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
方
が
手
続
き
を
す
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

本
庁
舎　
市
民
課

　
勝
沼
支
所
／
大
和
支
所

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

印
鑑
、
運
転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
年
金
手
帳
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
、
印
鑑
登
録
証
等
の
市

か
ら
発
行
さ
れ
た
書
類
全
て
。

※
な
り
す
ま
し
に
よ
る
異
動
届
を
防
止
す
る

た
め
に
も
、
窓
口
で
の
本
人
確
認
書
類
の

提
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
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‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

郵
送
転
出
の
返
信
用
切
手
の

料
金
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
郵
送
で
転
出
手
続
き
を
し
た
場
合
、
転
出

証
明
書
は
郵
送
し
ま
す
。
そ
の
際
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
簡
易
書

留
お
よ
び
転
送
不
要
で
発
送
し
ま
す
。
簡
易

書
留
の
切
手
代
は
、
お
客
様
の
ご
負
担
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
転

送
処
理
を
し
て
い
ま
す
と
転
出
証
明
書
を
発

送
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
住
基
カ
ー

ド
を
利
用
し
た
転
出
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

返
信
用
切
手
の
ご
用
意
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
延
長
窓
口

３
月
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た

　
今
後
、
通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
を
ご
希
望
の
お
客
様
は
、
本
庁
舎

市
民
課　
窓
口
開
庁
時
間
（
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
）
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
の

お
知
ら
せ

　
自
己
の
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
の
評
価
額

が
適
正
か
市
内
の
他
の
土
地
・
家
屋
の
評
価

額
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
縦
覧
帳
簿
記
載
内
容

　
土
地
の
地
番
・
地
積
・
価
格
等
、
家
屋
の

所
在
・
家
屋
番
号
・
床
面
積
・
価
格
等

◦
縦
覧
期
間

　
４
月
３
日
（
月
）
～
５
月
31
日
（
水
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除
く
。

◦
縦
覧
場
所

　
本
庁
舎　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
勝
沼
支
所
／
大
和
支
所

◦
縦
覧
で
き
る
方

　
市
内
に
所
在
す
る
固
定
資
産
に
対
し
て
課

す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
（
相
続

人
含
む
）
と
そ
の
同
居
家
族
及
び
納
税
管

理
人
並
び
に
委
任
状
の
あ
る
代
理
の
方

※
固
定
資
産
を
所
有
さ
れ
て
な
い
方
は
縦
覧

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
土
地
の
み
所
有
の

方
は
家
屋
の
、
家
屋
の
み
所
有
の
方
は
土

地
の
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

本
人
確
認
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
な

ど
）、印
鑑
、相
続
人
の
方
は
「
戸
籍
謄
本
」

代
理
人
の
方
は
「
委
任
状
」

問
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２・１
８
３
）

　
勝
沼
支
所　
地
域
振
興
担
当

　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所　
地
域
振
興
担
当

　
☎
48
‐
２
１
１
１

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

（
車
検
用
）
に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
車
検
用
）
の

平
成
28
年
度
分
の
有
効
期
限
は
、
平
成
29
年

５
月
30
日
（
火
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

以
降
は
、
平
成
29
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
証

明
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
方
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納

の
方
で
車
検
対
象
の
方
へ
は
、
６
月
中
旬
以

降
に
納
税
証
明
書
（
車
検
用
）
を
順
次
発
送

し
ま
す
。

　
な
お
、
口
座
振
替
の
方
で
、
発
送
前
に
納

税
証
明
書
（
車
検
用
）
が
必
要
な
方
は
、
５

月
31
日
（
水
）
か
ら
６
月
２
日
（
金
）
の
間

に
つ
い
て
、
軽
自
動
車
税
の
引
き
落
と
し
額

が
記
帳
さ
れ
た
通
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
発
行
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
こ
し

く
だ
さ
い
。
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

乳がん検診／子宮がん検診
／歯周疾患検診のお知らせ
①乳がん検診
市内に住所を有する原則２０歳以上の女性

　（平成３０年４月１日時点）
◦実施医療機関
　塩山市民病院、勝沼病院、山梨厚生病院、加
納岩総合病院、山梨県厚生連健康管理セン
ター、石和温泉病院クアハウス石和
原則、４０歳以下は、問診と乳房超音波検査
です。また、４１歳以上は、問診とマンモグ
ラフィー検査です。（国の指針により、本年
度から視触診は実施しません。）
８００円

※受診後、１～２ヵ月後に結果を通知します。

②子宮 (頸部 )がん検診
市内に住所を有する原則２１歳以上の女性

　（平成３０年４月１日時点）
◦実施医療機関
　山梨県内の産婦人科医会加入の指定医療機
関、塩山市民病院、勝沼病院、山梨厚生病院、
加納岩総合病院、中村産婦人科医院など
子宮頸部がん検診（子宮体部がん検診は、助
成対象外となります）
１，１００円

※受診後、１～２ヵ月後に結果を通知します。

③歯周疾患検診
市内に住所を有する原則２０歳以上の方

　（平成３０年３月３１日時点）
◦実施医療機関
　山梨県歯科医師会加入の医療機関（市内外の
歯科医院）
現存歯、消失歯、歯肉の状態など
８００円

※医師の判断により保険診療を行ない、別途料
金が発生する場合もあります。

◦申込方法
　健康増進課または勝沼支所、大和支所の窓口
で受診票を発行します。

・検診実施期間
　４月１日（土）～平成３０年３月３１日（土）

◦その他
・甲州市国保人間ドックを受診される方は、乳
がん・子宮がん検診は利用できません（人間
ドックに含まれています）。

・何らか症状がある場合、また経過観察となっ
ている場合は検診ではなく医療受診をして
ください。

◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康企画・医療担当
　☎３２‐５０１４

※
車
検
は
、
車
検
有
効
期
限
の
１
ヶ
月
前
か

ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
変
お
手

数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
日
程
調
整
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
収
納
課　
管
理
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
７
３
）

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

手
続
き
は
市
役
所
へ

　
健
康
保
険
の
切
り
替
え
手
続
き
は
、
会
社

で
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
届
出
義
務
者
は
世
帯
主
に
な
り

ま
す
が
、
同
一
世
帯
の
方
で
あ
れ
ば
、
委
任

状
を
省
略
し
て
代
理
の
届
出
が
で
き
ま
す
。

◦
社
会
保
険
に
加
入
し
た
と
き

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
の
方
で
、
就
職

や
被
扶
養
者
に
認
定
さ
れ
た
な
ど
、
新
た

に
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
た
方
は
、
窓
口

で
国
民
健
康
保
険
脱
退
の
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
に
は
、
社
会
保
険
証
、
国
民
健

康
保
険
証
、
印
鑑
、
届
出
人
の
身
分
証
明

書
、
世
帯
主
と
手
続
き
対
象
者
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー
ド
等
）
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

「
医
療
費
返
還
手
続
き
」

　
国
民
健
康
保
険
脱
退
の
届
出
を
し
な
い
と
、

国
民
健
康
保
険
税
は
課
税
さ
れ
続
け
、
社
会

保
険
と
二
重
加
入
し
て
い
る
状
態
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
保
険
資
格
を
有
す
る
期
間
に

国
民
健
康
保
険
証
を
使
用
し
て
受
診
し
た
場

合
、
保
険
者
負
担
分
金
額
（
医
療
費
の
７
割

ま
た
は
８
割
）
を
甲
州
市
へ
返
還
し
、
そ
の

後
加
入
し
て
い
る
保
険
者
に
保
険
者
負
担
分

を
請
求
す
る
「
医
療
費
返
還
手
続
き
」
が
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
社
会
保
険
を
脱
退
し
た
と
き

　
退
職
や
被
扶
養
者
認
定
の
解
除
な
ど
、
社

会
保
険
を
脱
退
後
、
他
の
健
康
保
険
に
加

入
し
な
い
と
き
は
、
窓
口
で
国
民
健
康
保

険
加
入
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
届

出
に
は
、
社
会
保
険
資
格
喪
失
日
が
確
認

で
き
る
書
類
（
退
職
証
明
書
や
社
会
保
険

資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
）、
印
鑑
、
届
出
人

の
身
分
証
明
書
、
世
帯
主
と
手
続
き
対
象

者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー
ド

等
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
併
せ
て

国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
就
学
の
た
め
に
市
外
へ
転
出
す
る
と
き

　
就
学
の
た
め
に
市
外
へ
転
出
す
る
と
き
は
、

申
請
に
よ
り
転
出
後
も
甲
州
市
国
民
健
康

保
険
証
を
お
使
い
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
申
請
に
は
在
学
証
明
書
な
ど
必
要

な
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課　
国
保･

年
金
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
１
２
～
１
１
４
）

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談
所

毎
週
第
４
水
曜
日
（
原
則
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午
／
午
後
１
時
～
４
時

市
役
所
本
庁
舎

※
詳
細
は
、
毎
月
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
相
談
時
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
確
認
で

き
る
も
の
（
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
な
ど
）

及
び
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
代

理
の
方
が
お
越
し
の
場
合
は
、
本
人
か
ら

の
委
任
状
と
代
理
の
方
の
本
人
確
認
が
で

き
る
身
分
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構　
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

　
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.nenkin.go.jp/n/

w
w

w
/index.htm

l
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「納付」と「学生納付特例」と「未納」はこのように違います。
老齢基礎年金 障害基礎年金

遺族基礎年金（注１）

受給資格期間への
算入

年金額への
反映

受給資格期間への
算入

納付 ○ ○ ○
学生納付特例 ○ ×（注２） ○
未納 × × ×

（注１）障害基礎年金および遺族基礎年金を受け取るためには一定の要件があります。
（注２）保険料を１０年以内に納付（追納）すると年金額に反映されます。

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例
制
度
の
ご
案
内

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
学

生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
そ
の
ま

ま
に
せ
ず
、学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
ま
し
ょ

う
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学(

大
学
院)

、短
期
大
学
、高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校

（
修
業
年
限
1
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学

す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の
前
年
度
所
得
が

次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

（
所
得
の
目
安
）

　
１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万

円
で
計
算
し
た
額
以
下
で
あ
る
場
合

◎
手
続
き
に
つ
い
て

・
継
続
申
請
す
る
場
合

　
平
成
28
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ

り
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、

平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方

へ
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
基
礎
年
金
番
号

等
が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納

付
特
例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方
は
、

こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
記
載
事
項
を
記
入
し

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

・
新
規
に
申
請
す
る
場
合
（
20
歳
取
得
の
学

生
を
含
む
）、
ま
た
継
続
申
請
す
る
方
で
ハ

ガ
キ
が
届
い
て
い
な
い
場
合

　
学
生
証
（
有
効
期
間
が
標
記
さ
れ
て
い
る

も
の
）
の
写
し
、
ま
た
は
在
学
証
明
書
、

印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
国
保
年
金
課
国
保
・

年
金
担
当
、
支
所
市
民
福
祉
担
当
、
ま
た

は
甲
府
年
金
事
務
所
で
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
い
手
続
き
や
相
談
な
ど
は
国
保
年
金

課
国
保
・
年
金
担
当
、
ま
た
は
甲
府
年
金

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
１
３・１
１
４
）

　
日
本
年
金
機
構　
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
仮
徴
収

額
通
知
書
の
廃
止
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
め
て

い
る
方
に
、
４
月
上
旬
に
仮
徴
収
（
４
月
、

６
月
、
８
月
に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
保

険
料
）
の
金
額
を
記
載
し
た
通
知
書
を
発
送

し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
、
６
月
、
８
月
分

の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
２
月
分
の
金
額
と

同
額
と
な
る
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
通
知

書
の
発
送
を
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
10
月
、
12
月
お
よ
び
翌
年
２
月
分

の
保
険
料
は
、
本
徴
収
分
と
し
て
７
月
に
年

間
保
険
料
が
確
定
し
ま
す
の
で
、
仮
徴
収
分

を
差
し
引
い
た
額
を
３
回
に
分
け
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
額
に
つ
い
て
は
、
７

月
中
に
決
定
通
知
書
で
通
知
し
ま
す
。

※
仮
徴
収
（
４
月
、
６
月
、
８
月
）
と
本
徴

収
（
10
月
、
12
月
、
２
月
）
の
差
が
大
き

く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
８
月
の

保
険
料
を
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

７
月
中
に
発
送
す
る
決
定
通
知
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
１
３・１
１
４
）

ひ
と
り
親
家
庭
で
小
中
学
校
へ
入
進
学

さ
れ
た
児
童
が
い
る
家
庭
の
皆
さ
ま
へ

　
４
月
に
小
中
学
校
へ
入
進
学
さ
れ
た
児
童

が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
、
市
か
ら
祝
金
と

し
て
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円
を
支
給
し
ま

す
。

◦
次
の
要
件
に
全
て
該
当
す
る
方
は
、
子
育

て
支
援
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
）

・
市
内
在
住

・
平
成
29
年
４
月
に
県
内
の
小
中
学
校
（
特

別
支
援
学
校
を
含
む
）
へ
入
進
学
す
る
児

童
を
育
て
、
生
計
を
同
一
と
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
（
父
母
の
な
い
児
童
の
養
育

者
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
。

※
た
だ
し
、
児
童
福
祉
施
設
（
母
子
生
活
支

援
施
設
を
含
む
）
に
入
所
中
の
児
童
や
、

里
親
に
委
託
中
の
児
童
は
除
く
。

・
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と
。

◦
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

・
平
成
28
年
度
（
平
成
27
年
分
）
の
所
得
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

※
た
だ
し
、
年
少
扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養

控
除
の
廃
止
及
び
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の

方
に
対
す
る
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分
の

廃
止
が
な
い
も
の
と
し
て
計
算
し
た
場
合

に
、
所
得
税
が
非
課
税
と
な
る
世
帯
は
含

む
。

・
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で
、
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
な
い
方
で
も
、

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
後
に
前
記
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ

た
場
合
・
住
所
や
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

場
合
は
、
す
み
や
か
に
「
変
更
・
辞
退
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
締
切
日　
４
月
10
日
（
月
）

◦
提　
出

・
平
成
29
年
度
ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校
入

進
学
祝
金
支
給
申
請
書

・
申
請
者
と
対
象
児
童
の
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
助
成
金
受
給
資
格
書
証
の
写
し

※
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
児
童

扶
養
手
当
証
書
、
ま
た
は
申
請
者
及
び
入

進
学
児
童
の
属
す
る
戸
籍
謄
本
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
用
紙
は
、
子
育
て
支
援
課
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）

の
お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
（
３
千
円
）

の
支
給
対
象
者
の
方

◎
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
対
象

者
と
は
‥
‥

　
平
成
28
年
１
月
１
日（
基
準
日
）に
お
い
て
、

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
て
、

平
成
28
年
度
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税

さ
れ
な
い
方
。

４
月
11
日
（
火
）
～
７
月
11
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

◦
支
給
額　
１
人
に
つ
き
１
万
５
千
円

◦
支
給
方
法　
ご
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み

◦
申
請
書

　
４
月
中
旬
に
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
発
送

予
定
で
す
。
な
お
、
申
請
書
は
本
庁
舎
福

祉
課
及
び
各
支
所
に
も
備
え
置
き
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
を
申
請
し
、

３
千
円
を
受
給
さ
れ
た
方
も
改
め
て
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◦
申
請
方
法

　
必
要
事
項
を
記
入
、
押
印
し
必
要
書
類
を

添
え
て
郵
送
ま
た
は
福
祉
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
審
査
の
結
果
、
受
給
者
に
は
支
給
決
定
通

知
書
を
、
受
給
者
と
な
ら
な
か
っ
た
場
合

は
不
支
給
決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

《
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
》

　
市
役
所
や
厚
生
労
働
省
な
ど
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ

（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
現
金
自
動
支
払
機
）

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、
給
付
の
た

め
に
手
数
料
な
ど
の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
市
役
所
か
ら
の
電

話
連
絡
の
後
に
一
度
電
話
を
お
切
り
い
た
だ

き
、
申
請
者
か
ら
市
役
所
に
お
か
け
直
し
い

た
だ
く
な
ど
の
方
法
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
役
所
を
名
乗
っ
た
個

人
情
報
の
詐
取
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
を
防

止
す
る
た
め
で
す
。
お
手
数
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
国
に
お
け
る
広
報
等
】

・
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.2kyufu.jp/index.htm

l

・
臨
時
福
祉
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
３
７
‐
１
９
２

※
運
営
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

問
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
２
７

甲
州
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
（
増
改
築
工
事
を
含

む
）
す
る
方
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
方

・
工
事
を
行
う
市
内
の
住
宅
の
所
有
者
で
居

住
し
て
い
る
方

・
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

・
市
内
の
事
業
者
と
請
負
契
約
を
す
る
方

※
空
き
家
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
方
に
も

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◦
対
象
住
宅

　
自
己
が
所
有
し
、
自
ら
が
居
住
し
て
い
る

個
人
住
宅

※
店
舗
、
事
務
所
等
の
併
用
住
宅
は
自
己
居

住
部
分
の
み

◦
補
助
対
象
工
事

　

対
象
住
宅
の
増
築
、
一
部
改
築
、
改
修
、

修
繕
、
模
様
替
え
、
設
備
工
事
等
な
ど
の

対
象
工
事
費
が
20
万
円
以
上
（
消
費
税
含

む
）
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
、
市
内
の
事
業
者

に
よ
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
工
事

◦
補
助
金
の
額

・
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

　
最
高
限
度
額
10
万
円
（
工
事
費
の
１
割
）

・
木
造
住
宅
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助　
　
　

最
高
限
度
額
20
万
円
（
工
事
費
の
１
割
）

・
空
き
家
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

　
最
高
限
度
額
20
万
円
（
工
事
費
の
２
割
）

※
い
ず
れ
の
補
助
金
額
に
つ
い
て
、
千
円
未

満
の
端
数
は
切
り
捨
て
と
な
り
ま
す
。

◦
注
意
事
項

・
補
助
金
交
付
決
定
前
に
着
手
し
た
工
事
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
建
築
後
５
年
を
経
過
し
た
住
宅
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

・
補
助
は
、
同
一
住
宅
ま
た
は
所
有
者
に
つ

き
１
回
限
り
で
す
。

・
今
年
度
の
申
請
受
付
は
平
成
30
年
２
月
28

日
ま
で
と
し
ま
す
。

・
平
成
30
年
３
月
10
日
ま
で
に
工
事
が
完
了

す
る
住
宅
が
対
象
に
な
り
ま
す

※
申
請
書
類
や
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
内

容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
建
設
課
窓
口

で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

問
建
設
課　
住
宅
・
建
設
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
１

平
成
29
年
度
交
通
災
害
共
済
加
入
受
付
中

家
族
揃
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　
こ
の
交
通
災
害
共
済
は
、
加
入
者
が
交
通

災
害
に
あ
っ
た
場
合
に
被
害
の
程
度
に
よ
っ

て
見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る
相
互
救
済
の
制

度
で
す
。
掛
金
は
ひ
と
り
年
間
５
０
０
円
で

共
済
期
間
は
平
成
29
年
４
月
１
日
（
中
途
加

入
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）
か
ら
平
成
30
年

３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
市
内
在
住
で
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
き

ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ご
加
入
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

　
勝
沼
支
所

　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所

　
☎
48
‐
２
１
１
１
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変
わ
り
ま
し
た

森
林
の
伐
採
届
制
度

　

４
月
か
ら
、
森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
場

合
、
①
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
」

の
届
出
に
加
え
、
伐
採
後
の
造
林
が
完
了
し

た
と
き
に
②
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
森
林
の

状
況
報
告
書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◦
対
象
と
な
る
森
林

　
民
有
林
の
う
ち
地
域
森
林
計
画
の
対
象
森

林
で
、
保
安
林
及
び
保
安
施
設
地
区
内
の

森
林
を
除
く
森
林
で
す
。
な
お
、
保
安
林

及
び
保
安
施
設
地
区
内
の
森
林
で
立
木
の

伐
採
を
行
う
に
は
、
県
へ
の
許
可
申
請
又

は
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◦
届
出
者

①
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
」

・
森
林
所
有
者
が
自
ら
伐
採
を
す
る
場
合

　
⇨
森
林
所
有
者

・
立
木
を
買
い
受
け
て
伐
採
を
す
る
場
合

　
⇨
買
受
人
と
森
林
所
有
者
の
連
名

②
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
森
林
の
状
況
報
告

書
」

・
森
林
所
有
者
が
自
ら
造
林
（
天
然
更
新
を

含
む
）
を
す
る
場
合
⇨
森
林
所
有
者

・
森
林
所
有
者
以
外
の
者
が
権
限
を
有
し
行

う
場
合
⇨
伐
採
後
の
造
林
を
行
う
者

◦
届
出
時
期

①
伐
採
を
開
始
す
る
日
の
90
日
か
ら
30
日
前

ま
で

②
植
栽
ま
た
は
天
然
更
新
が
完
了
し
た
日
か

ら
30
日
以
内

　

た
だ
し
、
伐
採
後
に
転
用
す
る
場
合
は
、

伐
採
が
完
了
し
た
日
か
ら
30
日
以
内

◇
罰
則
等

①
届
出
を
し
な
い
場
合
、
１
０
０
万
円
以
下

の
罰
金

②
報
告
を
し
な
い
場
合
、
30
万
円
以
下
の
罰

金
◦
届
出
先　
伐
採
す
る
森
林
が
あ
る
市
町
村

問
産
業
振
興
課　
果
樹
農
林
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
４

　
県
森
林
整
備
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
６
４
６

　
ＦＡＸ
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
６
７
８

平
成
29
年
度　
果
樹
技
術
向
上

セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
募
集

平
成
29
年
５
月
～
平
成
30
年
３
月

東
山
梨
合
同
庁
舎
、
果
樹
試
験
場
、
総
合

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
峡
東
地
域
農
家
ほ

場
な
ど

①
年
間
の
栽
培
管
理
に
関
す
る
現
地
講
習
会

（
モ
モ
コ
ー
ス
、
ブ
ド
ウ
コ
ー
ス
各
４
回
程

度
予
定
）

②
果
樹
栽
培
や
農
業
経
営
に
関
す
る
全
体
講

習
会
（
８
回
程
度
予
定
）

◦
定　
員　
各
コ
ー
ス
25
名
程
度

◦
申
込
締
切
日　
４
月
21
日
（
金
）

問
山
梨
県
峡
東
農
務
事
務
所
（
峡
東
地
域
普

及
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
20
‐
２
７
０
７　
ＦＡＸ
20
‐
２
７
０
９

協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
募
集
！

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
」

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

市
内
に
在
住
す
る
18
歳
以
上
の
方
で
、
市

　
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

◦
募
集
人
員　
５
人
以
内

◦
任　
期

　
委
嘱
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日

◦
応
募
方
法

　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
民
課
ま
で
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
市
民
課
窓
口
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

◦
締
切
日　
４
月
17
日
（
月
）

◦
選　
考

　
書
類
審
査
を
行
い
、
結
果
を
本
人
あ
て
に

通
知
し
ま
す
。

問
市
民
課　
市
民
参
画
・
協
働
担
当

　
☎
32
‐
５
５
８
３

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

保
育
士(

臨
時
職
員)

・
保
育
所
給

食
調
理
員
（
臨
時
職
員
）　
募
集

　
市
で
は
、
平
成
29
年
度
４
月
か
ら
公
立
保

育
育
所
で
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
保
育
士
と

保
育
所
で
給
食
の
調
理
を
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
総
務
課
人
事
担
当
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課　
人
事
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
２
５・２
２
６
）

平
成
29
年
度　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク

ラ
ブ　
元
気
な
仲
間
を
大
募
集
！

◦
活
動
期
間

　
５
月
～
平
成
30
年
３
月

◦
定　
員

　
市
内
小
学
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
50
名

　
低
学
年
（
２
～
３
年
生
）　　
　
　
　
20
名

　
高
学
年
（
４
～
６
年
生
）　　
　
　
　
30
名

◦
入
団
費　
３
，
０
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

※
活
動
に
よ
り
参
加
費
あ
り

◦
申
込
方
法

　
勝
沼
中
央
公
民
館
で
４
月
16
日
（
日
）
午

前
９
時
よ
り
受
け
付
け
し
ま
す
。（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
４
月
に
学
校
か
ら
配
付
さ
れ
る

チ
ラ
シ
（
申
込
用
紙
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
勝
沼
中
央
公
民
館　
☎
44
‐
２
１
０
０

｢

生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク｣

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
に
よ
り
指
導

者
を
紹
介
し
、
学
習
す
る
機
会
を
提
供
す
る

｢

甲
州
市
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク｣

を

積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
内
在
住
、
ま
た
は
在
勤
グ
ル
ー
プ
（
５

人
以
上
）

◦
利
用
方
法

①
指
導
者
は
、｢

生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン

ク｣

に
登
録
し
ま
す
。

②
利
用
者
（
学
習
を
始
め
た
い
方
）
に
、
カ

ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
登
録
者
の
中
か
ら
希
望

に
合
っ
た
指
導
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
登
録

内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
、
甲
州
市
民
文
化
会
館
備
え
付
け
の

｢

甲
州
市
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
名

簿｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

③
利
用
者
と
指
導
者
で
話
し
合
い
、
条
件
が

合
え
ば
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

◦
注
意
事
項

・
利
用
者
と
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク

に
登
録
し
た
指
導
者
の
自
主
的
な
活
動
に

な
り
ま
す
。



広報こうしゅう27

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

感謝を気持ちを込めて
菱山地区敬老会
　菱山地区敬老会は、明治３７年の創
設以来、今年で１１３回目を迎え、多
くの方が参加し開催しました。
　菱山小学校の児童の演奏や各老人ク
ラブの発表に大いに盛り上がりました。

・
指
導
者
の
派
遣
に
係
る
経
費
等
は
、
利
用

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
費
用
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
と
指
導
者
の
双
方
で
協
議
の

う
え
、
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
利
用
で
き
る
講
座
（
平
成
29
年
４
月
現
在
）

【
文
化
・
教
養
】

　
茶
道
／
華
道
／
む
か
し
か
た
り
／
俳
句
／

宇
宙
・
天
文
学
／
摘
み
草
体
験
／
篠
笛

【
ス
ポ
ー
ツ
】

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／
ヨ
ガ
／
太
極
拳

【
芸
術
】

　
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
／
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
／

染
色

【
趣
味
・
暮
し
】

　
料
理
／
蕎
麦
打
ち
／
ほ
う
と
う
づ
く
り
／

て
づ
く
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
／
み
そ
づ
く
り
／

漢
方
茶
料
理
／
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
／
押
花
／
ジ
ェ
ル
ネ
イ
ル
／
絵
手
紙
／

着
付
け
／
布
団
つ
く
り
／
ア
ロ
マ
／
パ
ー

ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー

【
国
際
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

　
認
知
症
予
防
英
語

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
（
甲
州
市
民
文
化
会
館
内
）

　
☎
32
‐
５
０
９
７　
ＦＡＸ
32
‐
３
３
９
１

山
野
草
・
小
物
盆
栽
展

４
月
21
日
（
金
）
～
23
日
（
日
）

▽
21
日
（
金
）
午
前
11
時
～
午
後
５
時

▽
22
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
23
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

恩
賜
林
記
念
会
館　
１
階

市
文
化
協
会　
山
野
草
・
小
物
盆
栽
部
が

丹
精
込
め
て
育
て
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◦
主
催　
甲
州
市
文
化
協
会　
山
野
草
・
小

物
盆
栽
部

問
甲
州
市
文
化
協
会　
山
野
草
・
小
物
盆
栽

部　
部
長　
日
原
修
身

　
☎
０
９
０
‐
７
２
１
６
‐
２
３
６
５

第
11
回
甲
州
市
長
杯
卓
球
大
会

　
３
月
５
日
に
塩
山
北
小
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
、
大
会
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
優　
勝　
中
島
和
海
（
塩
山
中
学
校
）

　
準
優
勝　
髙
野
浩
一

　
３　
位　
清
水
創
太
（
塩
山
中
学
校
）

　
３　
位　
田
中
美
奈
（
松
里
中
学
校
）

問
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８

宮
光
園
コ
ン
サ
ー
ト

「le concert
」【
無
料
】

４
月
22
日
（
土
）

午
後
６
時
30
分
～

近
代
産
業
遺
産
「
宮
光
園
」

フ
ラ
ン
ス
の
木
管
五
重
奏
“
ア
ル
テ
・
コ

ン
ボ
”
と
、
甲
州
市
出
身
の
琴
・
三
味
線

奏
者
“
日
原
史
絵
”
の
初
共
演
。「
木
管
五

重
奏
」
＋
「
三
味
線
弾
き
語
り
」
を
お
届

け
し
ま
す
。

◦
出
演

　
木
管
五
重
奏　
ア
ル
テ
・
コ
ン
ボ

　
琴
・
三
味
線　
日
原
史
絵

◦
定
員　
60
名

◦
締
切
日　
４
月
21
日(

金)

◦
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
文
化
財
課　
歴
史
ま
ち
づ
く
り
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
６　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２

甘
草
屋
敷
公
演

浪
曲
「
鉢
か
つ
ぎ
姫
」【
無
料
】

４
月
15
日
（
土
）

午
後
６
時
～

旧
高
野
家
住
宅
「
甘
草
屋
敷
」

浪
曲
と
は
、
三
味
線
を
伴
奏
に
、
節
と
語

り
で
お
送
り
す
る
お
話
語
り
。

◦
出
演

　
浪
曲
師　
木
村
勝
千
代

　
三
味
線　
水
乃
金
魚
（
み
ず
の
き
ん
と
と
）

問
文
化
財
課　
文
化
財
保
護
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
６

第
４
回
基
礎
か
ら
学
ぶ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
教
室

「
自
然
満
喫
ウ
ォ
ｌ
キ
ン
グ
」

４
月
８
日
（
土
）

午
後
１
時
15
分
～

勝
沼
市
民
会
館

勝
沼
地
区
２
ｋ
ｍ
・
４
ｋ
ｍ
か
ら
選
択
し
、

歩
き
方
や
靴
の
履
き
方
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な

ど
を
学
び
ま
す
。

※
参
加
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４

桜
の
寺

恵
林
寺
界
隈
を
散
策
し
よ
う
！

４
月
８
日
（
土
）
雨
天
中
止

午
前
８
時
30
分
～　
受
付

恵
林
寺
東
側
駐
車
場

武
田
信
玄
の
菩
提
寺
恵
林
寺
と
花
の
寺
放

光
寺
な
ど
信
玄
公
ゆ
か
り
の
里
を
め
ぐ
り

ま
す
。

１
，
０
０
０
円
（
保
険
代
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
代
、
お
茶
代
、
拝
観
料
な
ど
）

◦
定
員　
30
名
（
当
日
参
加
も
可
能
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会

　
☎
０
９
０
‐
８
８
９
１
‐
３
９
１
５
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上
小
田
原
地
内
ほ
場
整
備
完
了

に
つ
い
て

　
メ
ル
シ
ャ
ン
ヴ
ィ
テ
ィ
コ
ー
ル
勝
沼
株
式

会
社
に
お
い
て
、
塩
山
上
小
田
原
地
内
の
市

所
有
地
約
４
ha
の
ほ
場
整
備
を
昨
年
よ
り
国
、

県
の
補
助
金
を
活
用
し
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
ほ
場
整
備
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
ワ
イ
ン
原
料
用
ぶ
ど
う
の
苗
木
の

植
え
付
け
を
始
め
ま
す
。

問
農
林
土
木
課　
基
盤
整
備
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
３

第
７
回
え
ん
ざ
ん
ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
～
あ
る
い
て
あ
つ
め
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
＆
抽
選
会
～
【
無
料
】

４
月
22
日
（
土
）
雨
天
決
行

◦
ス
タ
ン
プ
開
始　
午
前
９
時
～

◦
抽
選
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
お
好
き
な
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
か
ら
ス

タ
ー
ト
で
き
ま
す
。

※
ス
タ
ン
プ
10
個
で
１
回
抽
選
、
ス
タ
ン
プ

全
部
で
も
う
１
回
抽
選
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

塩
山
街
中
商
店
街

※
旗
が
立
っ
て
い
る
お
店
が
目
印
で
す

◦
抽
選
場
所

　
甲
州
中
央
防
災
広
場
「
塩
む
す
び
」

※
抽
選
会
場
で
は
、塩
山
式
手
ば
か
り
の
コ
ー

ナ
ー
や
、
１
食
の
野
菜
の
量
に
つ
い
て
学

べ
る
、
お
い
し
い
具
だ
く
さ
ん
ス
ー
プ
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
行
委
員
会
事

務
局

　
☎
０
９
０
‐
３
２
２
５
‐
３
０
４
０

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

◦
釈
迦
堂
花
ウ
ィ
ー
ク

　
４
月
１
日
（
土
）
～
17
日
（
月
）

　
期
間
中
は
休
館
日
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
花
と
邦
楽
の
調
べ

４
月
７
日
（
金
）

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　
玄
関
前

桃
花
と
と
も
に
、
保
育
園
児
の
演
奏
や
、

尺
八
・
筝
曲
な
ど
の
邦
楽
の
調
べ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
入
館
者
に
は
薄
茶
席
を

振
る
舞
い
ま
す
。

※
薄
茶
席
の
振
る
舞
い
は
な
く
な
り
次
第
終

了
し
ま
す
。

◦
企
画
展
【
峡
東
の
土
偶
】

５
月
29
日
（
月
）
ま
で

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　
１
階
企
画
展
示
室

甲
州
市
宮
之
上
遺
跡
出
土
土
偶
、
笛
吹
市

桂
野
遺
跡
出
土
土
偶
、
釈
迦
堂
遺
跡
出
土

土
偶
他

問
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　
☎
47
‐
３
３
３
３

児
童
セ
ン
タ
ー・イ
ベ
ン
ト【
無
料
】

○
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
○

～
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
～

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
親
子
で
ゆ
っ
く
り

肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
も
う

４
月
18
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
～

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

１
歳
未
満
の
子
と
親

バ
ス
タ
オ
ル

問
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー　
☎
33
‐
７
８
０
０

○
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
○

～
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
～

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
親
子
で
ゆ
っ
く
り

肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
も
う

４
月
25
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
～

東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

１
歳
未
満
の
子
と
親

バ
ス
タ
オ
ル

問
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館　
☎
44
‐
３
７
２
３

無
料
法
律
相
談
【
要
予
約
】

４
月
17
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
２
会
議
室

甲
州
市
民

◦
定
員　
７
名
（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
４
月
５
日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談
【
予
約
不
要
・
無
料
】

４
月
13
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

甲
州
市
民

※
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
地
域
行
政
相
談

　
　
　
　
　
　
【
予
約
不
要・無
料
】

４
月
21
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階　
会
議
室
Ａ

甲
州
市
民

※
行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

も
の
忘
れ
相
談
【
要
予
約
】

４
月
21
日
（
金
）

午
後
３
時
～

※
４
月
18
日
（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
会
議
室
Ｂ

問
介
護
支
援
課　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
５
６
０
０
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

男み
ん
な女

で
環わ

に
な
り
笑
顔
の
甲
州
市

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

◆
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
「
ワ
ー
ク
×
ラ
イ
フ
×
ロ
ー
カ
ル
」
を
開
催
◆

　
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
埼
玉
大
学
の
石
阪
督
規
（
と
く
の
り
）
先
生
を
お
招
き
し
、

前
半
の
講
演
で
は
地
域
活
性
化
に
関
す
る
デ
ー
タ
分
析
や
、
各
地
の
実
践
例
な
ど
を
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、後
半
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、石
阪
先
生
に
フ
ァ
シ
リ
ー
テ
ー

タ
ー
を
お
願
い
し
、甲
州
市
の
魅
力
や
課
題
を
、参
加
者
同
士
の
対
話
を
通
じ
て
可
視
化
し
、

最
後
に
会
場
全
体
で
の
振
り
返
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」が
制
定
さ
れ
一
年
が
過
ぎ
、こ
の
４
月
か
ら
は「
第

２
次
甲
州
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
夢
プ
ラ
ン
」に
よ
る
新
た
な
５
年
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。し
か
し
、

条
例
や
プ
ラ
ン
を
作
っ
た
だ
け
で
は
機
能
し
ま
せ
ん
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
事
と

し
て
家
庭
・
職
場
・
地
域
を
考
え
、
日
常
か
ら
も
語
り
合
う
こ
と
が
大
切
な
こ
と
を
改
め

て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
た
。

塩山駅南口
市民ギャラリー

４月３日（月）
～４月 30 日（日）

勝沼文化協会
「いろどりの会」による

絵手紙を展示します。
※展示内容・期間につきましては、

変更になる場合もあります。

◎甲州市社会福祉協議会へ
　シルクロードバンド・ビクトリーズ ( 塩山千野）
　雨宮敏明さま	 　　　　 （勝沼町）
　( 故 ) 草谷美代治さま　　　　　　   （勝沼町）

障
害
者
生
活
支
援
相
談
【
要
予
約
】

〔
時
間
外
相
談
日
〕

水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
４
月
５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

　
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

　
４
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員　
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談【
要
予
約
】

◦
視
覚　
石
原
テ
ル 

氏　

 

☎
33
‐
２
４
８
９

◦
聴
覚　
遠
藤
養
蔵 

氏　

 

ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

◦
肢
体　
羽
村
千
鶴 

氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 

☎
32
‐
１
２
２
４

　
　
　
　
中
村
安
孝 

氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 

☎
44
‐
２
２
４
０

◦
知
的
障
害
児
保
護
者

　
　
　
　
田
中
美
津
江 

氏 

☎
32
‐
３
１
２
０

◦
知
的　
雨
宮
さ
つ
き 

氏 

☎
32
‐
０
２
８
５

※
相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来
所
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

障
害
者
陶
芸
教
室

４
月
11
日
（
火
）

午
後
１
時
～

材
料
費　
１
０
０
円

◦
定　
員　
10
名
程
度

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

「
こ
こ
ろ
の
専
門
相
談
」【
要
予
約
】

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

４
月
19
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

◦
締
切
日　
４
月
12
日
（
水
）

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

毎
月
第
１･

第
３
火
曜
日

午
前
中

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

４
月
18
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
毎
月
第
３
火
曜
日
開
設
予
定

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

　
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
（
開
設
日
の
み
）

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』

例
会
の
お
知
ら
せ

４
月
13
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
～

定
期
総
会

会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
介
護

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方　

甲
州
市
民
文
化
会
館　
３
階　
第
二
研
修
室

◦
申
込
方
法

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
４
月
10
日
（
月
）

ま
で
に
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り
の

方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０



暮
ら
し
の
情
報

平成 29 年 4 月 30

市営住宅・特定公共賃貸住宅・定住促進住宅　入居者募集
　各住宅ごとに入居資格や収入基準などの条件があります。詳しくは、建設課住宅・建築担当までお問い合わせください。
（現在募集している住宅　平成２９年３月１日現在）
●市営住宅

団地名 棟名 間取り 家賃（円／月）

上塩後住宅
（上塩後１２７９）

Ｋ６ ３Ｋ １３，５００
～２０，１００

Ｋ８ ３Ｋ １１，７００
～１７，４００

Ｋ９ ３Ｋ １１，５００
～１７，１００

Ｋ１１ ３Ｋ １０，８００
～１６，０００

西の原団地
（日影２４８他）

槿
（むくげ） ４Ｋ １３，３００

～１９，８００
楢

（なら） ４Ｋ １３，３００
～１９，８００

胡桃
（くるみ） ２ＬＤＫ １６，８００

～２５，０００
栃

（とち） ２ＬＤＫ １６，８００
～２５，０００

※各住宅とも家賃のほか敷金・自治会費等の費用がかかります。
◆お問い合わせ先　建設課　住宅・建築担当　☎３２ ‐ ５０７１

４月 ８日（土） 午後７時３０分～ 総合開会式 塩山体育館 ※実施

４月 ９日（日） 午前８時３０分～
バスケットボール 塩山中学校体育館 ※実施／オープン

ソフトバレー 塩山体育館 ※実施／支部対抗

柔 道 塩山ふれあい館 武道館 ※実施／オープン

４月１５日（土） 午前８時３０分～
ゲートボール 塩山総合グラウンド ※小雨決行／支部対抗

剣道 玉宮小学校体育館 ※実施／オープン

４月１６日（日）
午前８時３０分～

バドミントン 勝沼体育館 ※実施／オープン

空 手 塩山南小学校体育館 ※実施／オープン

卓 球 塩山北小学校体育館 ※実施／支部対抗

午前９時００分～ 少年野球 塩山総合グラウンド ※中止／オープン

４月２０日（木） 午後８時００分～ 弓 道 勝沼弓道場 ※実施／オープン

４月２２日（土）
午前８時３０分～ グラウンドゴルフ 塩山総合グラウンド ※延期／支部対抗

午後７時３０分～ レクリエーション 塩山南小学校体育館 ※実施／支部対抗

４月２３日（日）
午前８時３０分～

ソフトボール 塩山総合グラウンド ※中止／支部対抗

家庭婦人バレーボール 塩山体育館 ※実施／支部対抗

午前９時００分～ インディアカ 勝沼体育館 ※実施／オープン

午前９時３０分～ 硬式テニス レックセンター ※中止／オープン

４月２９日（土） 午前８時３０分～ 陸上競技 塩山総合グラウンド ※小雨決行／支部対抗

４月３０日（日）
午前９時００分～ 銃剣道 塩山ふれあい館 武道館 ※実施／オープン

午前９時３０分～ ソフトテニス
勝沼中学校テニスコート

※中止／オープン
レックセンター

５月 ３日（水） 午前７時３０分～ クレー射撃 大月射撃場 ※小雨決行／オープン

※陸上競技において、支部対抗になりますが、個人的に出場したい場合は、生涯学習課スポーツ振興担当へお問い合わせください。
※なおゴルフ競技については、去る３月２４日勝沼ゴルフコースにおいて行われました。
◆お問い合わせ先　生涯学習課　スポーツ振興担当　☎３２ ‐ ５０９８

平成２９年度  第１１回甲州市体育祭り　日程・種目・会場  一覧表　※印は雨天時／種別

●特定公共賃貸住宅
団地名 棟名 間取り 家賃（円／月）

上塩後住宅
（上塩後１２７９） Ｋ１ ２ＬＤＫ ７５，５００

久保平団地
（初鹿野１７４９-３） ３ＬＤＫ ８０，０００

●定住促進住宅
団地名 間取り 家賃（円／月）

松里住宅
（藤木１４‐２） ３ＤＫ

４０，４５０
駐車料：

１台３，０００円

赤尾住宅
（赤尾１１４６） ２Ｋ

２１，３００
駐車場は民間に

個人で契約

勝沼住宅
（勝沼１０４４-２） ３ＤＫ

３３，９００
駐車料：

１台３，０００円



広報こうしゅう31 広報こうしゅう31

日下部警察署からのお知らせ

★お問い合わせ先★
　勝沼図書館	 ☎４４‐３７４６
　塩山図書館	 ☎３２‐１５０５
　大和図書館	 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館	 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

としょかん
つうしん

◆甘草屋敷子ども図書館第５２回企画展
　絵本作家：やべみつのりさん＆
　お笑い芸人カラテカ矢部太郎さん
　「親子展」
　やまなし大使にも任命された矢部太郎さんが、Ｕ
ＴＹ「ウッティタウン６丁目」で県内各地を巡って
描いたスケッチと、お父さんであるやべみつのりさ
んの絵本『かばさん』（こぐま社）の原画のスペシャ
ルコラボ展示です！
■会期　４月１６日（日）まで開催中
■会場　甘草屋敷子ども図書館

◆大和図書館開館時間のお知らせ
　大和図書館は４月から９月までの期間、火曜日か
ら金曜日は開館時間が午前１０時から午後６時まで
となります。

◆甘草屋敷子ども図書館第５３回企画展
　　　絵本『とんでもない』原画展
■会期　４月２２日（土）～６月２５日（日）
■会場　甘草屋敷子ども図書館
　子どもにも大人にも大人気な絵本作家：鈴木のり
たけさんの最新作『とんでもない』の原画展です。
特別にお借りしたラフ画ノートなど、子ども図書館
でしかみられない特別な展示内容です♪

◆図書館友の会より図書献本のお願い
　４月のブックフリーマーケットに向けて、市民の皆様からの図書の献本をお待ちしています。

【募集図書】児童書・絵本・一般読み物（文庫・新書も可）・一般実用書等（２０１２年版以降の物）
【持ち込み先】事前に電話連絡の上、塩山図書館までお持ちください。
◎ブックフリーマーケット＆雑誌リサイクル市
■日時　４月２２日（土）　午前１０時〜午後４時　　　■会場　甲州市民文化会館　ロビー

◆武田勝頼公に関する図書展
　　　　「信玄の時代・勝頼の時代」
■会期　４月１２日（水）～６月末
■会場　大和図書館
　昨年の「勝頼ブーム」はまだまだ続く！勝頼公ま
つりにも展示参加致します。

◆平成２９年度カムカムクラブ
　　　　　　　　　　　会員募集！
　勝沼図書館『子ども読書クラブ・カムカムクラブ』
のクラブメンバーを募集します。
◎募集対象　市内小学校３・４年生（定員２０名）
◎申込み　４月１日 ( 土 ) 午前１０時から勝沼図書

館・窓口または電話にて受付開始。詳しくは勝沼
図書館まで。

【１回目】
　警察官Ａ（大卒）　男性４５名程度、女性７名程度
　受付期間　４月１４日（金）まで
　第１次試験日　５月１４日（日）

【２回目】
　警察官Ａ（大卒）　　男性１０名程度、女性２名程度
　警察官Ｂ（Ａ以外）　男性２３名程度、女性６名程度
　受付期間　７月２４日（月）〜８月１８日（金）
　第１次試験日　６月頃公表
　採用試験の案内、申し込みは日下部警察署へ！
　興味がある方、質問がある方！
　お気軽に日下部警察署へご連絡下さい。
　◆お問い合わせ先　日下部警察署　☎２２ ‐ ０１１０

あなたの力を山梨県警に！

警察官採用募集中
採用年齢が
３３歳未満に
引き上げ！

愛する街・
人を守る
やりがいの
ある仕事

幅広い分野！
あなたの力を発揮
できる分野がきっとある！

女性が
働きやすい！
出産・育児等の
支援充実

犯罪を決して
許さない
強い正義感！

経験豊富な
あなたの即戦力を
求めています！
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向
むこうやま

山 　碧
あおい

くん（３ヶ月）

元気いっぱい！笑顔いっぱい！優し
い子に育ってね♡パパとママの所に
産まれてきてくれてありがとう！

父・陵さん、母・星奈さん
（熊野）

わが家のスター広
報
こ
う
し
ゅ
う
発　
行
／
平
成
29
年
４
月
１
日

編　
集
／
甲
州
市
役
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政
策
秘
書
課　
秘
書
・
広
聴
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報
担
当

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
／http://w

w
w

.city.koshu.yam
anashi.jp

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／info@

city.koshu.yam
anashi.jp

世帯と人口 （２０１７．3．１現在）
（　）内は前月比 人口 ３２，769人（−54）　男 １５，８57（−16）　女 １６，９12人（−３8）　世帯数 １３，196世帯（−1７）
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渡
わたなべ

邉 愛
あいと

叶くん（０ヶ月）

ママとパパの所に産まれてきてく
れてありがとう！これからも元気
でスクスク大きくなってね♡

父・流星さん、母・杏実さん
（小佐手）

有
料
広
告

深
ふかさわ

澤 陽
ひまり

愛里ちゃん（２歳）

　　 昊
こうへい

平くん（２ヶ月）

２人で仲よくステキな姉弟になっ
てね♡

父・周平さん、母・紘香さん
（小屋敷）

ＫＯＳＨＵ
ＰＨＯＴＯ
ＣＯＮＴＥＳＴ
「甲州市景観フォトコンテスト入賞作品展」

4.17(月)～5.21(日)
甲州市民文化会館  歴史民俗資料室
◆お問い合わせ先
都市整備課　計画指導・景観担当　☎３２‐５０７２

最優秀賞「静けさの中に」
萩原 元さん

優秀賞「秋の始まり」
林辺 幹奈さん

優秀賞「松里のころ柿」
小林 祐太さん

優秀賞「春便り」
日原 美恵子さん


